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11 育児休業や短時間勤務制度など、職場の両立支援制度 

① 子供が生まれたとき、育児休業を取得したか 

 

 

 

 

 

 

(1)母親 

A．育児休業を取得したか 

 「働いていなかった」が 56.4％で最も多く、「取得した（取得中である）」が 28.1％、

「取得していない」が 12.8％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 2,553 100.0

働いていなかった 1,441 56.4

取得した（取得中である） 718 28.1

取得していない 328 12.8

無回答 66 2.6
 

 

働いていな

かった
56.4%

取得した（取得中

である）
28.1%

取得していない
12.8%

無回答
2.6%

問30(1)A 育児休業の取得状況

(母親）

 

N=2,553 

問 30 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得

しましたか。（母親、父親それぞれにつき、あてはまる番号１つに○）また、取

得していない方はその理由をご記入ください。 
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B．育児休業を取得しなかった理由 

 育児休業を取得しなかった理由としては、「子育てや家事に専念するため退職した」が

38.1％で最も多く、次いで、「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなか

った）」が 18.6％、以下、「仕事が忙しかった」が 16.2％、「職場に育児休業を取りにくい

雰囲気があった」が 14.3％と続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 328 100.0

子育てや家事に専念するため退職した 125 38.1

職場に育児休業の制度がなかった（就業規
則に定めがなかった）

61 18.6

仕事が忙しかった 53 16.2

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があっ
た

47 14.3

仕事に戻るのが難しそうだった 47 14.3

有期雇用のため育児休業の取得要件を満た
さなかった

29 8.8

収入減となり、経済的に苦しくなる 26 7.9

保育所（園）などに預けることができた 17 5.2

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら
えるなど、制度を利用する必要がなかった

15 4.6

（産休後に）仕事に早く復帰したかった 14 4.3

育児休業を取得できることを知らなかった 4 1.2

配偶者が育児休業制度を利用した 2 0.6

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週
間）を取得できることを知らず、退職した

2 0.6

昇給・昇格などが遅れそうだった 1 0.3

その他 77 23.5

無回答 22 6.7
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0% 10% 20% 30% 40%

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事に戻るのが難しそうだった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する

必要がなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

育児休業を取得できることを知らなかった

配偶者が育児休業制度を利用した

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、

退職した

昇給・昇格などが遅れそうだった

その他

無回答

38.1%

18.6%

16.2%

14.3%

14.3%

8.8%

7.9%

5.2%

4.6%

4.3%

1.2%

0.6%

0.6%

0.3%

23.5%

6.7%

問30(1)B 育児休業を取得していない理由（母親）

 

N=328 
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(2)父親 

A．育児休業を取得したか 

 

 「取得していない」が 85.7％で最も多く、「取得した（取得中である）」が 3.4％、「働

いていなかった」が 1.1％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 2,553 100.0

働いていなかった 29 1.1

取得した（取得中である） 88 3.4

取得していない 2,187 85.7

無回答 249 9.8
 

 

働いていなかっ

た
1.1%

取得した（取得中

である）
3.4%

取得して

いない
85.7%

無回答
9.8%

問30(2)A 育児休業の取得状況

(父親）

 

N=2,553 
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B．育児休業を取得しなかった理由 

 

 育児休業を取得しなかった理由としては、「仕事が忙しかった」が 44.1％で最も多く、

次いで、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が 36.9％、以下、「配偶者が無

職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」が 35.0％、「収

入減となり、経済的に苦しくなる」が 26.0％と続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 2,187 100.0

仕事が忙しかった 965 44.1

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があっ
た

806 36.9

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら
えるなど、制度を利用する必要がなかった

766 35.0

収入減となり、経済的に苦しくなる 568 26.0

配偶者が育児休業制度を利用した 416 19.0

職場に育児休業の制度がなかった（就業規
則に定めがなかった）

239 10.9

昇給・昇格などが遅れそうだった 164 7.5

仕事に戻るのが難しそうだった 118 5.4

育児休業を取得できることを知らなかった 33 1.5

子育てや家事に専念するため退職した 31 1.4

保育所（園）などに預けることができた 25 1.1

（産休後に）仕事に早く復帰したかった 14 0.6

有期雇用のため育児休業の取得要件を満た
さなかった

11 0.5

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週
間）を取得できることを知らず、退職した

2 0.1

その他 194 8.9

無回答 145 6.6
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する

必要がなかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が育児休業制度を利用した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

昇給・昇格などが遅れそうだった

仕事に戻るのが難しそうだった

育児休業を取得できることを知らなかった

子育てや家事に専念するため退職した

保育所（園）などに預けることができた

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知ら

ず、退職した

その他

無回答

44.1%

36.9%

35.0%

26.0%

19.0%

10.9%

7.5%

5.4%

1.5%

1.4%

1.1%

0.6%

0.5%

0.1%

8.9%

6.6%

問30(2)B 育児休業を取得しなかった理由（父親）

 

 

N=2,187 
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② 育児失業給付・保険料免除の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 育児失業給付・保険料免除の認知度については、「育児休業給付、保険料免除のいずれ

も知っていた」が 33.2％で最も多く、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかっ

た」が 33.1％、「育児休業給付のみ知っていた」が 27.7％、「保険料免除のみ知っていた」

が 1.5％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 2,553 100.0

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っ
ていた

848 33.2

育児休業給付のみ知っていた 707 27.7

保険料免除のみ知っていた 38 1.5

育児休業給付、保険料免除のいずれも知ら
なかった

845 33.1

無回答 115 4.5
 

 

育児休業給付、

保険料免除のい

ずれも知ってい

た
33.2%

育児休業給付の

み知っていた
27.7%

保険料免除のみ

知っていた
1.5%

育児休業給付、

保険料免除のい

ずれも知らなかっ

た
33.1%

無回答
4.5%

問30-1 育児休業給付、

保険料免除の認知状況

 

N=2,553 

問 30-1 子どもが原則 1 歳（保育所における保育の実施が行われないなど一定の要

件を満たす場合は 1 歳 6 か月）になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子

どもが満 3 歳になるまでの育児休業等（法定の育児休業及び企業が法定を上回る

期間設けた育児休業に準ずる措置）期間について健康保険及び厚生年金保険の保

険料が免除になる仕組みがありますが、そのことをご存知でしたか。（あてはま

る番号１つに○） 
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③ 育児休業取得後、職場に復帰したか 

 

 

 

 

 

(1)母親 

 「育児休業取得後、職場に復帰した」が 70.2％で最も多く、「現在も育児休業中である」

が 19.8％、「育児休業中に離職した」が 8.4％と続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 718 100.0

育児休業取得後、職場に復帰した 504 70.2

現在も育児休業中である 142 19.8

育児休業中に離職した 60 8.4

無回答 12 1.7
 

 

育児休業取得

後、職場に復帰

した
70.2%

現在も育児休業

中である
19.8%

育児休業中に離

職した
8.4%

無回答
1.7%

問30-2(1) 育児休業取得後、

職場に復帰したか(母親）

 

N=718 

問 30-2 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（（１）（２）それぞれにつき、あ

てはまる番号１つに○） 
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(2)父親 

 父親の回答では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 79.5％で最も多くなっていま

す。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 88 100.0

育児休業取得後、職場に復帰した 70 79.5

現在も育児休業中である 1 1.1

育児休業中に離職した 0 0.0

無回答 17 19.3
 

 

育児休業取得

後、職場に復帰

した
79.5%

現在も育児休業

中である
1.1%

無回答
19.3%

問30-2(2) 育児休業取得後、

職場に復帰したか(父親）

 

 

N=88 
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④ 育児休業から職場に復帰したのは、保育所入所に合わせたタイミングであったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)母親 

 「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 62.9％、「それ以外だった」が 36.3％

となっています。 

 ６割を超える母親が、年度初めの保育所の入所に合わせて職場復帰をしていることが

わかります。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 504 100.0

年度初めの入所に合わせたタイミングだった 317 62.9

それ以外だった 183 36.3

無回答 4 0.8
 

 

年度初めの入所

に合わせたタイミ

ングだった
62.9%

それ以外

だった
36.3%

無回答
0.8%

問30-3(1) 育児休業から職場に復帰した

タイミングについて(母親）

 

N=504 

問 30-3 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイ

ミングでしたか。あるいはそれ以外でしたか。（（１）（２）それぞれにつき、ど

ちらか１つに○）※年度初めでの認可保育所入所を希望して、1 月～2 月頃復帰

して一時的に認可外保育所に入所した場合なども「１」にあてはまります。また、

年度初めでの入所を希望して復帰したが、実際には希望する保育所に入所できな

かったという場合も「１」を選択してください。 



 

 142  
 

 

(2)父親 

 「それ以外だった」が 84.3％、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 8.6％

となっています。 

 ８割を超える父親が、保育所の入所に合わせたタイミングではない時期に職場復帰し

ていることがわかります。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 70 100.0

年度初めの入所に合わせたタイミングだった 6 8.6

それ以外だった 59 84.3

無回答 5 7.1
 

 

年度初めの入所

に合わせたタイミ

ングだった
8.6%

それ以外

だった
84.3%

無回答
7.1%

問30-3(2) 育児休業から職場に復帰した

タイミングについて(父親）

 

N=70 
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⑤ 実際は子どもが何歳何か月のときに職場復帰したか。また、いつまで育児休業をとり

たかったか 

 

 

 

 

 

 

（１）母親 

A．実際の復帰時期 

 「０歳６か月～０歳 11 か月」が 35.7％で最も多く、「１歳～１歳５か月」が 34.1％、

「１歳６か月～1 歳 11 か月」が 14.1％、「０歳～０歳５か月」が 8.5％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 504 100.0

０歳～０歳５か月 43 8.5

０歳６か月～０歳11か月 180 35.7

１歳～１歳５か月 172 34.1

１歳６か月～1歳11か月 71 14.1

２歳～２歳５か月 17 3.4

２歳６か月～２歳11か月 10 2.0

３歳～３歳５か月 3 0.6

３歳６か月～３歳11か月 0 0.0

４歳以上 1 0.2

無回答 7 1.4
 

 

 

 

 

 

 

問 30-4 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しまし

たか。また、希望どおりでなかった場合は、お勤め先の育児休業の制度の期間内

で、お子さんが何歳何か月のときまで育児休業を取りたかったですか。（（１）（２）

それぞれにつき、どちらか１つに○） 
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０歳～０歳５

か月
8.5%

０歳６か月～

０歳11か月
35.7%

１歳～１歳５

か月
34.1%

１歳６か月～1歳

11か月
14.1%

２歳～２歳５か月
3.4%

２歳６か月～２歳

11か月
2.0%

３歳～３歳５か月
0.6%

無回答
1.4%

問30-4(1)A 実際に復帰した時期(母親） N=504 
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B．希望する復帰時期 

 

 「１歳～１歳５か月」が 35.1％で最も多く、「１歳６か月～1 歳 11 か月」が 19.0％、「３

歳～３歳５か月」が 10.5％、「０歳６か月～０歳 11 か月」が 7.3％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 504 100.0

０歳～０歳５か月 8 1.6

０歳６か月～０歳11か月 37 7.3

１歳～１歳５か月 177 35.1

１歳６か月～1歳11か月 96 19.0

２歳～２歳５か月 33 6.5

２歳６か月～２歳11か月 6 1.2

３歳～３歳５か月 53 10.5

３歳６か月～３歳11か月 3 0.6

４歳以上 2 0.4

無回答 89 17.7
 

 

０歳～０歳５か月
1.6%

０歳６か月～０歳

11か月
7.3%

１歳～１歳５

か月
35.1%

１歳６か月～1歳

11か月
19.0%

２歳～２歳５か月
6.5%

２歳６か月～２歳

11か月
1.2%

３歳～３歳５か月
10.5%

３歳６か月～３歳

11か月
0.6%

無回答
17.7%

問30-4(1)B 希望する職場復帰時期(母親）

 

 

N=504 
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(2)父親 

A．実際の復帰時期 

 

 「０歳～０歳５か月」が 58.6％で最も多く、次いで、「０歳６か月～０歳 11 か月」が

12.9％、以下、「１歳～１歳５か月」が 4.3％、「１歳６か月～1 歳 11 か月」が 1.4％とな

っています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 70 100.0

０歳～０歳５か月 41 58.6

０歳６か月～０歳 11か月 9 12.9

１歳～１歳５か月 3 4.3

１歳６か月～1歳11か月 1 1.4

２歳～２歳５か月 0 0.0

２歳６か月～２歳11か月 0 1.4

３歳～３歳５か月 0 0.0

３歳６か月～３歳11か月 0 0.0

４歳以上 0 0.0

無回答 15 21.4
 

 

０歳～０歳５

か月
58.6%

０歳６か月～０歳 11か月
12.9%

１歳～１歳５か月
4.3%

１歳６か月～1歳11か月
1.4%

２歳６か月～２歳11か月, 
1.4%

無回答
21.4%

問30-4(2)A 実際に復帰した時期(父親）

 

N=70 
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B．希望する復帰時期 

 「０歳～０歳５か月」が 34.3％で最も多く、「０歳６か月～０歳 11 か月」が 11.4％、

「１歳～１歳５か月」が 10.0％、「３歳～３歳５か月」が 2.9％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 70 100.0

０歳～０歳５か月 24 34.3

０歳６か月～０歳11か月 8 11.4

１歳～１歳５か月 7 10.0

１歳６か月～1歳11か月 1 1.4

２歳～２歳５か月 1 1.4

２歳６か月～２歳11か月 0 0.0

３歳～３歳５か月 2 2.9

３歳６か月～３歳11か月 0 0.0

４歳以上 0 0.0

無回答 27 38.6
 

 

０歳～０歳５

か月
34.3%

０歳６か月～

０歳11か月
11.4%

１歳～１歳５か月
10.0%

１歳６か月～1歳11か月
1.4%

２歳～２歳５か月
1.4%

３歳～３歳

５か月
2.9%

無回答
38.6%

問30-4(2)B 希望する職場復帰時期(父親）

 

 

N=70 
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⑥ 勤め先に 3 歳まで休暇を取得できる制度があった場合、子どもが何歳何か月までと

りたかったか 

 

 

 

 

 

(1)母親 

 「３歳～３歳５か月」が 32.9％で最も多く、「１歳～１歳５か月」が 24.2％、「２歳～

２歳５か月」が 18.7％、「１歳６か月～1 歳 11 か月」が 15.4％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 331 100.0

０歳～０歳５か月 2 0.6

０歳６か月～０歳11か月 13 3.9

１歳～１歳５か月 80 24.2

１歳６か月～1歳11か月 51 15.4

２歳～２歳５か月 62 18.7

２歳６か月～２歳11か月 10 3.0

３歳～３歳５か月 109 32.9

３歳６か月～３歳11か月 1 0.3

４歳以上 3 0.9

無回答 - -  

 

０歳～０歳５か月
0.6% ０歳６か月～０歳

11か月
3.9%

１歳～１歳

５か月
24.2%

１歳６か月～1歳

11か月
15.4%

２歳～２歳５か月
18.7%

２歳６か月～２歳

11か月
3.0%

３歳～３歳５

か月
32.9%

４歳以上
0.9%

問30-5(1) 希望する休暇取得の時期(母親）

 

N=331 

問 30-5 お勤め先の育児休業の制度が３年未満の方にうかがいます。お勤め先に、

育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお

子さんが何歳何か月のときまで取りたかったですか。（□内に数字で記入 数字

は一枠に一字） 



 

 149  
 

 

(2)父親 

 多くが無回答でした。割合はわずかですが、「１歳～１歳５か月」が 0.8％、「３歳～３

歳５か月」が 0.7％、「０歳～０歳５か月」が 0.5％という回答もありました。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 2,553 100.0

０歳～０歳５か月 12 0.5

０歳６か月～０歳11か月 6 0.2

１歳～１歳５か月 20 0.8

１歳６か月～1歳11か月 2 0.1

２歳～２歳５か月 4 0.2

２歳６か月～２歳11か月 1 0.0

３歳～３歳５か月 18 0.7

３歳６か月～３歳11か月 0 0.0

４歳以上 1 0.0

無回答 2,489 97.5
 

 

０歳～０歳５か月
0.5%

１歳～１歳５か月
0.8%

３歳～３歳５か月
0.7%

無回答
97.5%

問30-5(2) 希望する休暇取得の時期(父親）

 

N=2,553 
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⑦ 希望の時期に職場復帰しなかった理由 

 

 

 

 

 

(1)「希望」より早く復帰した方 

① 母親 

 「希望する保育所に入るため」が 56.4％で最も多く、「人事異動や業務の節目の時期に

合わせるため」が 23.5％、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 20.8％、「そ

の他」が 19.3％で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 264 100.0

希望する保育所に入るため 149 56.4

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 62 23.5

経済的な理由で早く復帰する必要があった 55 20.8

配偶者や家族の希望があったため 7 2.7

その他 51 19.3

無回答 38 14.4
 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

希望する保育所に入るため

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答

56.4%

23.5%

20.8%

2.7%

19.3%

14.4%

問30-6(1)① 希望より早く復帰した理由（母親）

 

N=264 

問 30-6 問 30-4 で実際の復帰と希望が異なる方に、希望の時期に職場復帰しなかっ

た理由についてうかがいます。（あてはまる番号すべてに○） 
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② 父親 

 「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 26.3％で最も多く、「人事異動や業務

の節目の時期に合わせるため」が 26.3％、「その他」が 26.3％、「希望する保育所に入る

ため」が 5.3％で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 19 100.0

経済的な理由で早く復帰する必要があった 5 26.3

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 5 26.3

希望する保育所に入るため 1 5.3

配偶者や家族の希望があったため 1 5.3

その他 5 26.3

無回答 3 15.8
 

 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答

26.3%

26.3%

5.3%

5.3%

26.3%

15.8%

問30-6(1)② 希望より早く復帰した理由（父親）

 

 

N=19 
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(2)「希望」より遅く復帰した方 

①母親 

 「希望する保育所に入れなかったため」が 70.8％で最も多く、「その他」が 8.3％、「自

分や子どもなどの体調が思わしくなかったため」が 6.3％、「職場の受け入れ態勢が整っ

ていなかったため」が 6.3％で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 48 100.0

希望する保育所に入れなかったため 34 70.8

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 3 6.3

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 3 6.3

子どもをみてくれる人がいなかったため 3 6.3

配偶者や家族の希望があったため 0 0.0

その他 4 8.3

無回答 9 18.8
 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答

70.8%

6.3%

6.3%

6.3%

0.0%

8.3%

18.8%

問30-6(2)① 希望より遅く復帰した理由（母親）

 

 

②父親 

 この問については、すべて無回答となっています。 

N=48 
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⑧ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用したか 

 

 

 

 

 

(1)母親 

 「利用した」が 56.0％で最も多く、「利用したかったが、利用しなかった（利用できな

かた）」が 23.6％、「利用する必要がなかった」が 16.3％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 504 100.0

利用する必要がなかった 82 16.3

利用した 282 56.0

利用したかったが、利用しなかった（利用できなかた） 119 23.6

無回答 21 4.2
 

 

利用する必要が

なかった
16.3%

利用した
56.0%

利用したかったが、利

用しなかった（利用で

きなかった）
23.6%

無回答
4.2%

問30-7(1) 短時間勤務制度の利用状況

(母親）

 

 

N=504 

問 30-7 育児休業からの職場復帰時期には、短時間勤務制度を利用しましたか。（あ

てはまる番号１つに○） 
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(2)父親 

 父親の短期間勤務制度の利用については、「利用する必要がなかった」が 70.0％で最も

多く、「利用したかった、利用しなかった（利用できなかった）」は 8.6％となっています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 70 100.0

利用する必要がなかった 49 70.0

利用した 0 0.0

利用したかった、利用しなかった（利用できなかった） 6 8.6

無回答 15 21.4  

 

利用する必要が

なかった
70.0%

利用したかった、利

用しなかった（利用

できなかった）
8.6%

無回答
21.4%

問30-7(2) 短時間勤務制度の利用状況

(父親）

 

N=70 
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⑨ 短時間勤務制度を利用しなかった理由 

 

 

 

(1)母親 

 「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 52.9％で最も多く、「仕事が

忙しかった」が 43.7％、「短時間勤務にすると給与が減額される」が 40.3％、「職場に短

時間勤務制度がなかった」が 21.0％で続きます。 

 半分以上の方が職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があったと回答しています。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 119 100.0

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 63 52.9

仕事が忙しかった 52 43.7

短時間勤務にすると給与が減額される 48 40.3

職場に短時間勤務制度がなかった 25 21.0

短時間勤務にすると保育園の入所申請の優先順位が下がる 16 13.4

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 9 7.6

制度を利用する必要がなかった 6 5.0

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 1 0.8

子育てや家事に専念するため退職した 1 0.8

その他 15 12.6

無回答 1 0.8  

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

職場に短時間勤務制度がなかった

短時間勤務にすると保育園の入所申請の優先順位が下がる

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

制度を利用する必要がなかった

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

子育てや家事に専念するため退職した

その他

無回答

52.9%

43.7%

40.3%

21.0%

13.4%

7.6%

5.0%

0.8%

0.8%

12.6%

0.8%

問30-8(1) 短時間勤務制度を

利用しなかった理由（母親）

 

N=119 

問 30-8 短時間勤務制度を利用しなかった(利用できなかった)理由は何ですか。（あ

てはまる理由すべてに○） 
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(2)父親 

 「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 66.7％で最も多く、「仕事が

忙しかった」が 50.0％、「短時間勤務にすると給与が減額される」が 33.3％、「その他」

が 33.3％で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 6 100.0

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 4 66.7

仕事が忙しかった 3 50.0

短時間勤務にすると給与が減額される 2 33.3

短時間勤務にすると保育園の入所申請の優先順位が下がる 1 16.7

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 1 16.7

職場に短時間勤務制度がなかった 1 16.7

制度を利用する必要がなかった 0 0.0

子育てや家事に専念するため退職した 0 0.0

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 0 0.0

その他 2 33.3

無回答 - -
 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育園の入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

職場に短時間勤務制度がなかった

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

その他

66.7%

50.0%

33.3%

16.7%

16.7%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

問30-8(2) 短時間勤務制度を

利用しなかった理由（父親）

 

 

N=6 
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⑩ 子どもが 1 歳になったときに必ず利用できる事業があれば、1 歳になるまで育児休業

を取得するか 

 

 

 

 

(1)母親 

 「1 歳になるまで育児休業を取得したい」が 83.1％、「1 歳になる前に復帰したい」が

4.2％となっています。8 割以上の方が 1 歳まで育児休業の取得を希望していることが分

かります。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 142 100.0

1歳になるまで育児休業を取得したい 118 83.1

1歳になる前に復帰したい 6 4.2

無回答 18 12.7
 

 

1歳になるまで育

児休業を取得し

たい
83.1%

1歳になる前に復

帰したい
4.2%

無回答
12.7%

問30-9(1) 1歳に必ず利用できる

事業があれば、1歳になるまで

育児休業を取得するか(母親）

 

 

 

 (2)父親 

 この問については、すべて無回答となっています。 

 

N=142 

問 30-9 宛名のお子さんが 1 歳になったときに必ず利用できる事業があれば、1 歳に

なるまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても 1 歳にな

る前に復帰しますか。 

（（１）（２）それぞれにつき、どちらか１つに○） 



 

 158  
 

 

１２ 子育てについての考え等 

① 居住地域における子育ての環境や支援への満足度 

 

 

 

 

 

 居住地域における子育ての環境や支援への満足度について、５段階評価（最も満足度

が高い場合は５、最も満足度が低い場合は１）でうかがったところ、「満足度３」が 34.0％

で最も多く、次いで、「満足度２」が 28.5％、以下、「満足度１」16.8％、「満足度４」15.7％

となっています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 2,553 100.0

満足度１ 428 16.8

満足度２ 728 28.5

満足度３ 868 34.0

満足度４ 401 15.7

満足度５ 81 3.2

無回答 47 1.8
 

 

満足度１
16.8%

満足度２
28.5%満足度３

34.0%

満足度４
15.7%

満足度５
3.2% 無回答

1.8%

問31 居住地域の子育て環境・支援の満足度

 

 

N=2,553 

問 31 お住まいの地域(冒頭お答えいただいた鎌倉、腰越、深沢、玉縄の 5 地域)にお

ける子育ての環境や支援への満足度についてお知らせください。（あてはまる番

号 1 つに○） 
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◎居住地域・子どもの年齢からみた子育ての環境や支援への満足度[(問 1・問 2)×問 31] 

 

居住地域別に、子育ての環境や支援への満足度を比較すると、「鎌倉地区」で「満足度

１」または「満足度２」を選択した（満足度が低い）方の割合が合わせて 53.7％と比較

的高くなっています。 

一方、「玉縄地区」では、「満足度５」または「満足度４」を選択した（満足度が高い）

方の割合が２割を超えています。 

子どもの年齢別に、子育ての環境や支援への満足度を比較すると、子どもが「２歳」

の方で、「満足度５」または「満足度４」を選択した方（満足度が高い）の割合が 41.7％

と比較的高くなっています。 

一方、子どもが「３歳」の方では、「満足度１」または「満足度２」を選択した方（満

足度が低い）の割合が半数を超えています。 

 

問 31 居住地域別・年齢別の子育ての環境や支援への満足度[(問 1・問 2)×問 31] 

全
体

満
足
度
１

満
足
度
２

満
足
度
３

満
足
度
４

満
足
度
５

無
回
答

2,553 428 728 868 401 81 47
100.0 16.8 28.5 34.0 15.7 3.2 1.8

456 93 152 123 68 10 10
100.0 20.4 33.3 27.0 14.9 2.2 2.2

362 76 104 110 52 13 7
100.0 21.0 28.7 30.4 14.4 3.6 1.9

481 76 126 178 82 13 6
100.0 15.8 26.2 37.0 17.0 2.7 1.2

536 83 150 199 77 14 13
100.0 15.5 28.0 37.1 14.4 2.6 2.4

427 56 108 170 75 12 6
100.0 13.1 25.3 39.8 17.6 2.8 1.4

291 44 88 88 47 19 5
100.0 15.1 30.2 30.2 16.2 6.5 1.7

602 102 181 185 108 15 11
100.0 16.9 30.1 30.7 17.9 2.5 1.8

409 71 117 137 60 16 8
100.0 17.4 28.6 33.5 14.7 3.9 2.0

458 73 118 161 84 15 7
100.0 15.9 25.8 35.2 18.3 3.3 1.5

318 52 110 101 44 6 5
100.0 16.4 34.6 31.8 13.8 1.9 1.6

362 52 90 142 52 17 9
100.0 14.4 24.9 39.2 14.4 4.7 2.5

348 66 95 127 46 10 4
100.0 19.0 27.3 36.5 13.2 2.9 1.1

56 12 17 15 7 2 3
100.0 21.4 30.4 26.8 12.5 3.6 5.4

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

０歳

地
域
別

１歳

腰越

深沢

大船

玉縄

年
齢
別

無回答

鎌倉

全体

 

 上段：回答数 

下段：回答率 
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② 子どもを育てている現在の生活への満足度 

 

 

 

 

 「どちらかといえば満足している」が 43.4％で最も多く、「満足している」が 21.3％、

「どちらともいえない」が 16.3％、「どちらかといえば満足していない」が 11.1％で続き

ます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 2,553 100.0

満足している 544 21.3

どちらかといえば満足している 1,108 43.4

どちらともいえない 415 16.3

どちらかといえば満足していない 283 11.1

満足していない 179 7.0

無回答 24 0.9
 

 

満足している
21.3%

どちらかといえば

満足している
43.4%

どちらともいえ

ない
16.3%

どちらかといえば

満足していない
11.1%

満足していない
7.0%

無回答
0.9%

問32 子どもを育てている現在の生活に

満足しているか

 

 

N=2,553 

問 32 あなたは、子どもを育てている現在の生活に満足していますか。（あてはまる

番号１つに○） 
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 問 32 で回答としてその選択肢を選んだ理由の記述内容をみると、「公園」、「仕事」、「一

時預かり」等についての記述が多くなっていました。 

 

・理由に関する記述総回答数=651 

 

＜「満足している」」または「どちらかといえば満足している」と回答した理由に多く見

られたもの＞ 

・公園について 50 

・仕事について 44 

・一時預かり 23 

 

＜「満足していない」または「どちらかといえば満足していない」と回答した理由に多

く見られたもの＞ 

・公園について 21 

・仕事との両立について 20 
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◎保護者の就労状況からみた現在の生活への満足度[問 12×問 32] 

 

保護者の就業の有無の回答結果から、現在の生活への満足度をみると、「フルタイムで

就労しているが、産休・育休・介護休業中である」と「以前は就労していたが、現在は

就労していない」方で、「満足している」「どちらかといえば満足している」と回答した

方の割合が高く、７割近くになっています。 

 

保護者の就労の有無別・現在の生活への満足度[問 12×問 32] 

全
体

満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満

足
し
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満

足
し
て
い
な
い

満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

2,553 544 1,108 415 283 179 24

100.0 21.3 43.4 16.3 11.1 7.0 0.9

529 107 225 87 60 45 5

100.0 20.2 42.5 16.4 11.3 8.5 0.9

170 38 83 24 18 5 2

100.0 22.4 48.8 14.1 10.6 2.9 1.2

391 67 165 66 57 34 2

100.0 17.1 42.2 16.9 14.6 8.7 0.5

22 3 10 2 4 2 1

100.0 13.6 45.5 9.1 18.2 9.1 4.5

1,299 291 566 213 132 85 12

100.0 22.4 43.6 16.4 10.2 6.5 0.9

102 26 47 15 8 5 1

100.0 25.5 46.1 14.7 7.8 4.9 1.0

40 12 12 8 4 3 1

100.0 30.0 30.0 20.0 10.0 7.5 2.5

1,600 350 704 247 182 104 13

100.0 21.9 44.0 15.4 11.4 6.5 0.8

3 - 1 - 1 1 -

100.0 - 33.3 - 33.3 33.3 -

14 1 8 1 1 3 -

100.0 7.1 57.1 7.1 7.1 21.4 -

1 - 1 - - - -

100.0 - 100.0 - - - -

16 3 7 2 1 3 -

100.0 18.8 43.8 12.5 6.3 18.8 -

1 1 - - - - -

100.0 100.0 - - - - -

918 189 387 165 98 68 11

100.0 20.6 42.2 18.0 10.7 7.4 1.2

項
目
名

全体

パート・アルバイト等で就労しているが、産
休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護
休業中ではない

母
親
の
就
労
状
況

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介
護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・
育休・介護休業中ではない

父
親
の
就
労
状
況

パート・アルバイト等で就労しているが、産
休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護
休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介
護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・
育休・介護休業中ではない

 

                                              

 

上段：回答数 

下段：回答率 
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◎居住地域からみた現在の生活への満足度[問１×問 32、問２×問 32、問３×問 32] 

 

居住地域別に現在の生活への満足度をみると、「深沢地区」では、「どちらかといえば

満足していない」・「満足していない」との回答が比較的多く、２割を超えています。 

 子どもの年齢別に現在の生活への満足度をみると、「２歳」のお子さんを持っている方

で、「満足している」・「どちらかといえば満足している」と回答した方が比較的多く、７

割近くに上っています。 

 

居住地域別・現在の生活への満足度[(問 1・問 2・問 3)×問 32] 

全
体

満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足
し
て
い
な
い

満
足
し
て
い
な
い

無
回
答

2,553 544 1,108 415 283 179 24
100.0 21.3 43.4 16.3 11.1 7.0 0.9

456 107 192 68 47 37 5
100.0 23.5 42.1 14.9 10.3 8.1 1.1

362 74 158 59 45 22 4
100.0 20.4 43.6 16.3 12.4 6.1 1.1

481 97 206 76 55 42 5
100.0 20.2 42.8 15.8 11.4 8.7 1.0

536 100 251 96 57 29 3
100.0 18.7 46.8 17.9 10.6 5.4 0.6

427 90 189 79 41 24 4
100.0 21.1 44.3 18.5 9.6 5.6 0.9

291 76 112 37 38 25 3
100.0 26.1 38.5 12.7 13.1 8.6 1.0

602 135 273 95 57 36 6
100.0 22.4 45.3 15.8 9.5 6.0 1.0

409 84 169 69 55 29 3
100.0 20.5 41.3 16.9 13.4 7.1 0.7

458 110 205 57 51 29 6
100.0 24.0 44.8 12.4 11.1 6.3 1.3

318 61 144 53 36 21 3
100.0 19.2 45.3 16.7 11.3 6.6 0.9

362 86 146 67 39 23 1
100.0 23.8 40.3 18.5 10.8 6.4 0.3

348 57 151 60 40 35 5
100.0 16.4 43.4 17.2 11.5 10.1 1.4

56 11 20 14 5 6 -
100.0 19.6 35.7 25.0 8.9 10.7 -

920 202 394 144 115 54 11
100.0 22.0 42.8 15.7 12.5 5.9 1.2
1,143 216 523 188 123 85 8
100.0 18.9 45.8 16.4 10.8 7.4 0.7

332 79 128 60 33 29 3
100.0 23.8 38.6 18.1 9.9 8.7 0.9

55 15 19 12 2 6 1
100.0 27.3 34.5 21.8 3.6 10.9 1.8

8 1 6 - - 1 -
100.0 12.5 75.0 - - 12.5 -

95 31 38 11 10 4 1
100.0 32.6 40.0 11.6 10.5 4.2 1.1

無回答

き
ょ

う
だ
い
数
別

２人

３人

４人

５人以上

４歳

５歳

無回答

１人

地
域
別

１歳

２歳

３歳
年
齢
別

大船

玉縄

無回答

０歳

鎌倉

腰越

深沢

全体

 
上段：回答数 

下段：回答率 
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◆前回調査との比較◆ 

 

子どもを育てている現在の生活への満足度を、前回調査と比較すると、「満足している」

と「どちらかといえば満足している」との合計は、74.6%から 64.7%へと減少しています。

特に、「満足している」と回答している方の割合が 33.2％から 21.3%へ大きく減少してい

るのが目立ちます。 

 一方、「満足していない」「どちらかといえば満足していない」との合計は、11.0%から

18.1％へと増加しています。 

 

0 10 20 30 40 50

満足している

どちらかといえば満足している

どちらともいえない

どちらかといえば満足していない

満足していない

無回答

33.2 
41.4 

12.5 

6.1 

4.9 

2.0 

21.3 

43.4 

16.3 

11.1 

7.0 
0.9 

子どもを育てている生活の満足度

（前回調査との比較）

前回調査(N=1212) 今回調査(N=2553)

 

 

％ 

※前回調査データは、「鎌倉市次世代育成支援に関するニーズ調査報告書」（平成 21 年）より。 
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③ 「子どもを産み育てること」を今の社会は十分に評価していると思うか 

 

 

 

 

 

 「どちらともいえない」が 26.9％で最も多く、「どちらかといえばそう思わない」が

26.1％、「そう思わない」が 26.0％、「どちらかといえばそう思う」が 16.8％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 2,553 100.0

そう思う 78 3.1

どちらかといえばそう思う 429 16.8

どちらともいえない 687 26.9

どちらかといえばそう思わない 667 26.1

そう思わない 663 26.0

無回答 29 1.1
 

 

そう思う
3.1% どちらかといえば

そう思う
16.8%

どちらともいえ

ない
26.9%

どちらかといえば

そう思わない
26.1%

そう思わない
26.0%

無回答
1.1%

問33 「子どもを産み育てること」を

社会は十分に評価しているか

 

 

 

N=2,553 

問 33 「子どもを産み育てること」を、今の社会は十分に評価していると思います

か。（あてはまる番号１つに○） 
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◎母親・父親の就労状況からみた「子どもを産み育てること」を社会は十分評価している

かに関する回答傾向 

 

 母親・父親の就労状況から、子育てに対する社会の評価をどう感じているかをみると、

評価していると思わないと回答した方（「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わな

い」とを合わせた割合）は、就労の有無にかかわらず、高いことがわかります。 

 

就労状況からみた子育てを社会は十分評価していると思うか[問 12×問 33] 

全
体

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ

う
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ

う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

2,553 78 429 687 667 663 29

100.0 3.1 16.8 26.9 26.1 26.0 1.1

529 14 88 141 121 158 7

100.0 2.6 16.6 26.7 22.9 29.9 1.3

170 6 31 37 54 41 1

100.0 3.5 18.2 21.8 31.8 24.1 0.6

391 9 67 101 104 107 3

100.0 2.3 17.1 25.8 26.6 27.4 0.8

22 - 2 4 5 11 -

100.0 - 9.1 18.2 22.7 50.0 -

1,299 42 219 357 351 315 15

100.0 3.2 16.9 27.5 27.0 24.2 1.2

102 5 18 36 23 19 1

100.0 4.9 17.6 35.3 22.5 18.6 1.0

40 2 4 11 9 12 2

100.0 5.0 10.0 27.5 22.5 30.0 5.0

1,600 50 274 421 416 421 18

100.0 3.1 17.1 26.3 26.0 26.3 1.1

3 - - 2 1 - -

100.0 - - 66.7 33.3 - -

14 - 2 3 2 7 -

100.0 - 14.3 21.4 14.3 50.0 -

1 - - - 1 - -

100.0 - - - 100.0 - -

16 1 2 2 7 4 -

100.0 6.3 12.5 12.5 43.8 25.0 -

1 - - - - 1 -

100.0 - - - - 100.0 -

918 27 151 259 240 230 11

100.0 2.9 16.4 28.2 26.1 25.1 1.2

項
目
名

全体

パート・アルバイト等で就労しているが、産
休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護
休業中ではない

母
親
の
就
労
状
況

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介
護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・
育休・介護休業中ではない

父
親
の
就
労
状
況

パート・アルバイト等で就労しているが、産
休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護
休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介
護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・
育休・介護休業中ではない

上段：回答数 

下段：回答率 



 

 167  
 

 

◆前回調査との比較◆ 

 

「子どもを産み育てること」を社会は十分に評価していると思うかについて、前回調

査（平成 21 年鎌倉市次世代育成支援に関するニーズ調査）と比較すると、「そう思う」「ど

ちらかといえばそう思う」と回答した方は、合わせて 17.1%から 19.9%に増加していま

す。 

 一方、「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」と回答した方は、ほぼ横ば

いで変化はありませんでした。 

 

0 5 10 15 20 25 30

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

3.0 

14.1 
28.9 

26.3 

26.3 

1.4 

3.1 

16.8 

26.9 

26.1 

26.0 

1.1 

「子どもを産み育てること」を社会は十分に

評価しているか（前回調査との比較）

前回調査(N=1212) 今回調査(N=2553)

 

％ 

※前回調査データは、「鎌倉市次世代育成支援に関するニーズ調査報告書」（平成 21 年）より。 
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④ 鎌倉市の子育て支援策は充実していると思うか 

 

 

 

 

 「どちらともいえない」が 25.3％で最も多く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

が 23.9％、以下、「そう思わない」が 22.5％、「どちらかといえばそう思わない」が 21.9％

となっています。 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」とを合わせて 28.2%と、３割近くの方

が肯定的な意見を持っています。 

一方、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」とを合わせて 44.4%と、

半数近くの方が否定的な意見を持っています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 2,553 100.0

そう思う 111 4.3

どちらかといえばそう思う 610 23.9

どちらともいえない 645 25.3

どちらかといえばそう思わない 559 21.9

そう思わない 575 22.5

無回答 53 2.1
 

 

そう思う
4.3%

どちらかといえば

そう思う
23.9%

どちらともいえ

ない
25.3%

どちらかといえば

そう思わない
21.9%

そう思わない
22.5%

無回答
2.1%

問34 市の子育て支援策は

充実していると思うか

 

N=2,553 

問 34 あなたは、鎌倉市の子育て支援策（子育て相談支援、保育園整備、小児医療

費助成など）が充実していると思いますか。（あてはまる番号１つに○） 
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鎌倉市の子育て支援策が充実していると思うかについて、選択肢を選んだ理由を記述

していただきました。その記述をキーワードで分類したところ、『保育園』、『小児医療費』、

『公園』、『子育て相談』に関する記述が多くみられました。（複数の内容が含まれている

ものは、重複して集計しています。） 

 

総回答数=1194 

◎「そう思う」または「どちらかといえばそう思う」と回答した理由として多く見られ

たキーワード別件数 

・保育園：106 件 

・小児医療費：87 件 

・子育て相談：25 件 

・公園：16 件 

・待機児童：10 件 

・病児保育：4 件 

 

◎「そう思わない」または「どちらかといえばそう思わない」と回答した理由として多

く見られたキーワード別件数 

・保育園：212 件 

・小児医療費：149 件 

・子育て相談：43 件 

・公園：27 件 

・待機児童：16 件 

・病児保育：7 件 
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以下に、具体的な理由の記述の抜粋を掲載します。 

保育園に関すること 

保育園も少なく医療費助成も所得制限など、他の市に比べて子育て支援に関しては物足

りなさを、とても感じています。 

保育園に入園できるかどうかが直前にしか分からないので、もっと早く入園できるか、

できないかを知りたい。入れない場合にやむを得ず退職する。幼稚園に入るなどの判断

がしづらい。 

保育園整備について小学校区に一つくらいは整備して欲しい。現在、通っている保育園

は自宅からかなり離れていて、それでも一番近い保育園です。土地の取得など難しい点

が多いとは思いますが、せめて２歳児未満の子どもを預かってくれる無認可の施設でも

良いので、整備が必要だと思います。 

保育園を玉縄地区に増設して欲しい。また小学生に上がっても高学年まで（アフタース

クール）しっかりと見てくれる学童保育施設（一貫して見てくれる）を増やして欲しい。 

市立保育園について、もっと遅くまで預かってくれる所や、病気の子どもも預かってく

れる所が必要。 

保育園の待機はなくして欲しい。学童保育の定員を増やして欲しい。 

保育園整備について０歳児の受け入れを多くして頂きたい。小児医療助成も近隣の自治

体のように中学生までにして欲しい。 

保育園を増やして欲しい。歩道をちゃんと作って欲しい。小学校の学区が広すぎる。小

学校が遠いし、歩道がないのにもかかわらず、サポートがなってない。事故・事件が起

きてもおかしくない。小学校になったら引っ越しを考えています。 

保育園数が少ない。場所も通園しにくい所ばかり、また古い建物の園が多い。 

病児保育が出来る施設を増やして欲しい。保育園の延長はもっと長く！夕食も食べさせ

て欲しい。 

保育園の建物が古すぎる。民間園に対する補助が少ない。 

園庭のある保育園が増えると良いなと思います。難しい事だとは思いますが、子どもの

運動能力が上がり、将来のためにも良いと思います。 

働く親が子どもを希望の保育園に全員、入れるようにして下さい。 

小児助成は小学生まで無条件にして欲しい。復職しようとした際、保育園（希望）に入

れず結局、離職した。 

妊娠・出産にお金がとてもかかる。「小児医療費助成」もっと長くして欲しい。保育園

が足りない。 

認定こども園が増えていかない。働く＝保育園が当たり前で幼稚園を選択する事が出来
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ない（難しい）事。 

鎌倉地区にもっと保育園が充実していれば、働くという選択肢もあったかもしれない。 

保育園が少ない。パートでも預けられるようにして欲しい。近くに預ける人がいないの

で、病気も風邪も引けないです。気軽に預けられる施設が欲しいです。 

保育園が足りない。学童の時間延長。（小学校から時短が取れないため。5 時は早すぎ

る）。 

何もかもが”後手”に回っているのでは？特に私の住む地域では子ども（5 歳以下）が

増えています。公園の整備もされず（遊具が古い）保育園、病院も足りていません。市

ではどう考えているのか。本気で「子育て世帯」をバックアップしていくなら根本から

考えて下さい。 

保育園が少なく、鎌倉駅周辺に市立保育園しかない。 

放課後に子供が遊べる魅力的な施設がなく、子供たちが藤沢のこども会館まで行ってい

る。保育園ばかりに力が入れられ、家庭で育てながら幼稚園、小学校へ通っている家庭

は置きざりにされていると思う。 

鎌倉地区に保育園が足りないのでは。他地区に空きがあっても遠くて利用できない。 

すべての子が保育園に行けて、保育園は保育だけに専念できる環境にする。保育に良い

人材を。 

ベビーカーでの移動の際にエレベーターがなかったり、歩道橋の幅が狭かったり、不便

していることが多いです。保育園も希望の園に入れなかったなど困ることが沢山あるの

で充実しているとは思えません。 

保育園が老朽化しているが、整備をほとんどしてくれていない。特に津波対策について。 

障害児もできるだけ普通の子どもたちと一緒に過ごせるよう、保育園に積極的に入れる

ような対策などを作ってほしい。 

他市と比べて、あまり子育てのしやすい環境とは思われない。第 3 子は保育料無料で

保育園に通う事ができる、とか、未就園児のみ預かる乳児園を増やす、等。空き家等を

活用してもう少し小規模の子育てサロンを町内毎に設置し、新米ママの孤立を防いでは

どうか。 

保育園の質のばらつき。民間にまかせすぎでは。平日の行事が多いとか、給食・おやつ

の内容などある程度統一してほしい。小児医療費助成の収入制限→隣の横浜市並にして

ほしい。 

周りで、働きたくても保育園に空きがなくできないと耳にする。もう少し増えてくれれ

ばと思う。 

保育園はここ数年で場所を選ばなければ入りやすくなった。医療費無料はとても助か

る。 
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近所に保育園がないため、朝、夜、ラッシュ時に子供を電車に乗せて保育園へ通ってい

る。大変だしかわいそう。 

保育園が全く整備されていない。保護者がせっつかないと耐震工事なども進まない。地

震・津波などの災害に対する策も全く評価できない。助成については、小学生までで打

ち切るべきではない。一番非力な子どもを大切にしているとはとうてい思えない。 

 

小児医療費に関すること 

小児医療費助成について。慢性疾患がある子どもです。常に薬が必要です。年齢で線引

きしないで欲しい。ある程度の年齢からは申請制にして欲しい。漢方療法をしています

が実費はきつい・・・。 

小児医療費助成はとても助かるので、有り難いと思っています。 

小児医療費助成については、神奈川県内の他市の知人等の話を聞く限りでは充実してい

ると思います。 

藤沢市に比べてしまうと劣る。・自転車（3 人乗り）助成。・小児医療費等。 

「小児医療費助成」満足している。安心して受診させられるので、症状悪化を未然に防

げている。親の精神的にも安心がある。「子育て相談支援」地域に大きなバラツキがあ

ると感じる。利用の気持ちに遠慮が働く。結果、制度はあっても自分に便利さが無く思

う。 

「小児医療費助成」もう少し長期的にあると良い。 

小児医療費助成の所得制限をもっと緩めて欲しい。 

「小児医療費助成」非常に助かっている。出来れば中学生でも特定な疾患がある場合は、

薬を切れないので補助してもらえると更に助かる。 

「小児医療費助成」については、あるおかげで安心して病院にかかれるので助かってい

ます。（なければ、大したことはないと病院に行くのをためらって、悪化させてしまう

ことにもなり兼ねないと思います）。 

・妊娠・出産にお金がとてもかかる。・「小児医療費助成」もっと長くして欲しい。・保

育園が足りない。 

小児医療費助成について、中学卒業まで無料にしてもらえると助かります。 

小児医療費助成の利用幅が他市、隣市と比較して狭いため。 

小児医療費助成について。所得制限があるため、平等でないような気がするため。また、

中学まで助成制度がある市（藤沢市など）もあるので、鎌倉もそうならいいのに、と思

ってしまう。また、鎌倉駅付近の小学校、図書館などの施設と住んでいる地域の施設を

比べると明らかにお金のかけ方が違うと思うため。 
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小児医療費助成の延長希望。収入によらず。 

小児医療費助成について。藤沢市の方が充実しているようであるが、やはり所得制限は

必要だと思います。 

小児医療費助成が隣の藤沢市の方が充実している。 

小児医療費助成について。助成対象年令をもう少し（中学入学前など）あげてほしいと

思います。 

「小児医療費助成」とても助かっています。体調が悪化する前に受診できるので、結果

的に年間の通院回数は少ないです。 

保育園の質のばらつき。民間にまかせすぎでは。平日の行事が多いとか、給食・おやつ

の内容などある程度統一してほしい。小児医療費助成の収入制限→隣の横浜市並にして

ほしい。 

小児医療費助成が中学生まであると助かる。 

小児医療費助成を中学校までのばしてほしい。２人目を考えていますが、今後の経済負

担を考えると２人目を作るのは不安。 

小児医療費助成をもう少し長くしてほしい。インフルエンザワクチン接種を市で負担し

てほしい。 

小児医療費を、中学卒業まで所得関係なく無料にしていただきたいです。 

小学生のうちは収入に関係なく小児医療費助成が藤沢市のようにあっても良いと思う。 

働いてないものにとって、保育園を利用するのは敷居が高い。小児医療費助成は助かる

が、全額ではなく、一律 3000 円とか、手数料くらいは取ってもいいと思う。支援セン

ターは近所の人しか利用していないので、曜日ごとに市の施設をまわっていくようにし

て欲しい。簡易的なものでも良い。 

小児医療費助成、もっと年齢をあげてほしい。 

小児医療費助成が無条件で助成されるのが幼稚園まででは短すぎる。以前住んでいた地

域では中学校卒業まで助成された。子ども会館をもっと未就園児のために活用して欲し

い。例えば、年齢別に幼児クラブなどを作って、子どもが遊べる場を提供して欲しい。 

「小児医療費助成」→これについて助成対象年齢をもう少し上げて下さい。毎年少しず

つ保育園に対する補助金、食費など、しっかり減額されていますよね。鎌倉市の市政に

「子ども」を重視と言っていながらそうされていません。民間にうつされてしまった保

育園等も市がやりたくてやったのだから耐震対策など平等にして下さい。 

子どもが少ない鎌倉市ならではの雰囲気はとても良いが、公園等の設備が古かったり、

草ぼうぼうだったり…。公園の内容をもう少し充実させて欲しい。小児医療費は小・中

学生に最もお金のかかる時なので助成して頂きたい。 

小児医療費助成は義務教育修了まで所得制限なしで必ずやっていただきたい。 
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子育て相談に関すること 

市役所の支所でも子育て相談（公的な部分が絡むもの。ex.保育園の入園相談など）が

出来たりすると良い。現状だと市役所に行かねばならず、子連れで行くのは大変。 

子育て相談支援は働くママにも利用しやすいようにしてほしい。健診のために休みをと

るのが精一杯なのに、更に電話して予約をとり相談に行くというのはハードルが高い。 

保育園が少ないし、あっても園庭が殺風景な所もある。子育て相談支援が何なのか。ど

ういうのがあるか、調べさせるのではなく、積極的にアプローチしてほしい。見逃しが

ち。 

子育て相談支援…母親達の心のよりどころになっていない。保育園…一時退園の必要が

明確ではない。一時退園は必要なのか。小児医療費…期間は短い。 

病児保育を横浜にたよらないといけないなんて、最低だと思う。保育課はもっとしっか

り仕事をすべきです。「小児医療費助成」→小児医療についてはめぐまれていると思い

ます。「子育て相談支援」→食物アレルギーにかかわっていますが、もう少し食物アレ

ルギーへの認知をしっかりとしてほしいです。 

保育園が少ない。一時保育している所が少ない。子育て相談した時に「2 才検診でして

下さい」と相談にのってくれなかった。ワクチン・予防接種の助成をもっとしてほしい

（おたふく、ロタ、水痘、インフルなど）。 

小児医療費の助成については、助成の年齢が低く、他市に比べると手厚いとは思えない。

保育園の整備→母親が働いていないので、特に思うことはないが、市立の幼稚園が無い

などで、3 才位から集団生活を行わせるには必ず私立の幼稚園に入れないといけない

が、どの私立幼稚園も入園金がとても高く負担が大きい。子育て相談支援については、

細かな事でも連絡してきて下さるので、とても有難く思っています。 

子育て相談支援等の職員のレベルが低い。職員同士、雑談が多い。小学校からの医療費

も、6 年間は免除してほしい（収入により発生をする為）。 

子育て相談支援にどのようなメニューがあるのか知らない。小児医療助成は中学生まで

所得制限なしで実施してほしい。東京のように中高生の居場所がある、児童館みたいな

ものを整備してほしい。 

子育て相談支援を行っている場所が少ない。大船方面の保育園はだいぶ増えているよう

だが、鎌倉方面の保育園が少なすぎる（近い将来、鎌倉方面に引越し予定）。 

「子育て相談支援」がいまいちどんなものか分からないです。 

小児医療費助成→についてはたすかっている。子育て相談支援→子育て支援センターの

スペースがせまく、おもちゃで足のふみ場もない時もあり危険！！子ども会館のおもち

ゃは消毒などされていなく、幼児に対して不衛生！おもちゃやのりものはこわれてい

て、触ったりのりまわすのに危険！鎌倉市施設の幼児に対する衛生面と安全面に対する
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観念がおかしすぎる！みなおしていただきたいです。 

子育て相談について。広く知らしめる事が出来ていない。自分達で情報をひろえば良い

と考えているのだと思う。年配の多い地域なのに、活かされていない。やっているだろ

う、と思っている事を上記にのせているのだろうと思わせる事にも不満。自己満足。 

医療費の助成以外に支援を受けた記憶がありません。それどころか一人目の出産時に仕

事を辞めた事で税金の支払い方法等の相談にのってもらおうかと問い合わせをしたら、

失礼なことを女性職員から言われてビックリした事があります。だから、鎌倉市の職員

に何かを求めても無駄な気がします。…子育て相談については、家庭訪問の時に、失礼

なことを言われました。それ以来相談はしません。 

保育園の不足、子育て相談支援スタッフの質と量の問題、保育園の不足があり、小児医

療費助成は他自治体に比べて所得制限があり、充実度は極めて低い。 

子育て相談支援の施設をもっと増やしてほしい。小児医療費助成の期間をもっとのばし

てほしい。 

「子育て相談支援」は育児教室以外とくに利用したことがない。保育園は利用してない

が、知人がやっと入れたが遠いと言っていたので大変そうと思った。医者にはよくかか

るので、費用がかからないことはよいと思う。 

「子育て相談」については、どこに何があるか全くわからない。もっと案内を出すべき

である。「小児医療費助成」は、小学校卒業ぐらいまで助成すべきである。 

子育て相談支援はいつ、どのような場所で取り組まれているのか。そのような支援活動

があることさえ知りませんでした。 

老人介護の方に重点的で鎌倉市においては子育て相談支援が充実してはいない。イベン

トも公園設備も高齢者向け。藤沢市は、各自治体共に子育て支援が充実していると思う

（子供に対する考え方に温度差を感じる）。 

子育て相談支援や保育園設備を利用する事がないし、利用しようとは思わない。形だけ

の支援は必要ない。 

「小児医療助成」経済的にとても助っている。いつでも通院できる。「子育て相談支援」

窓口（センターや検診、ファミサポなど）がいくつもあっていい。「保育園整備」行か

なければ使わないし必要ない。先生の質による。 

医療費助成と保育園整備はしっかり恩恵に預かっています。子育て相談については利用

時間が平日日中であることが多く、働く親にとっては使いづらいです。 

小児医療については中学までと非常に充実していると思う。保育園はよく分かりませ

ん。子育て相談は 3 才児検診までは充実していると思います。ただ、検診に行くこと

で、その後に保健師さんに相談窓口を教えてもらうというのには疑問があります。ＨＰ

などで発達支援の教室（ひよこ教室など）をもっとアナウンスしたほうがいいと思いま

す。 
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「子育て相談支援」→今は自分達が足を運んでセンターなどに行く事が主流ですが、市

の方々も自宅訪問などをしてくれると良いと思います、家庭の状況もわかるし、なかな

か外に出られないママ達もいると思うので。 

子育て相談支援は充実している施設があるかもしれないが、こちらのほうにはない。 

子育て相談支援は知らないことばかりだった。保育園整備はたしかに増えているが、入

所できず祖父母にみてもらっている待機児童になっていない人数は実際もっと多く、不

足していると言えるだろう。医療費助成は大変助かっている。気がかりなことを医師に

気がねなく相談できるため。 

小児医療費助成→中学卒業迄はあるといい。市によって違う？？無料ワクチンを増加し

てほしい。インフルエンザなど。子育て相談支援→忙しいので自ら調べる事が難しい。

知らない事が多い。保育園整備→少ない。保育園に対してもっとケアしてほしい。先生

の数や安全性。 

小児医療費助成→せめて小学校は見てもらいたい。子育て相談支援→相談しづらい。常

連ばかりで入りづらい（福祉センター等）。保育園整備→少ない。 

子育て相談、保育園については利用する必要がなかったのでよくわかりません。医療費

助成は小学生いっぱいまで対象としていただけると有難いです。 

鎌倉市は、子育て相談支援に関しては少しばかり行きすぎだと思う。個人に干渉しすぎ、

介入していると思う。健診の時、ちびっこクラブの時にそう思いました。 

 

公園に関すること 

子どもが集まる場所、乳幼児健診等、行う場所などきちんとした施設がない。公園が少

ない。 

公園に屋根（日除け）が欲しい。駅ビルに子どもを遊ばせる場所が欲しい。雨の日の遊

び場を充実させて欲しい。 

公園などの整備も少なく、子ども用のトイレなどのサービスも悪く、バギーでの散歩も

困りました。エレベーターに乗れないなど。 

私立幼稚園の保育代が高い為対策を考えてほしい。近所に安心して遊ばせる公園、施設

がない。 

大きい公園、大きい室内の遊び場が他の市よりも少なく感じる。平塚総合公園、辻堂海

浜公園の様な大きい公園が１つでもあるとよいのだが。 

鎌倉地域に公園等、子どもが遊ぶところがなさすぎる。支援センターの遊びの広場も狭

すぎて、ゆっくりと遊ばせたりするところがなく、地域に居場所がない。とてもストレ

ス。他市の児童館を見習ってほしい。 

子どもが思いきり遊べるような公園等が少ないと思う。たとえば藤沢市にある鵠っこと

りでなどの児童館（充実している）がもっとあればいいのにと思う。 
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近所に公園はあるが、ボール等を使って遊べる公園がない為、安心して子ども達の遊べ

る場所を増やして欲しい（今ある公園でもネットをはるとかしてボール遊びが可能な公

園を作るとか？）。 

小児医療費助成を小学生までやってほしい。藤沢市は充実しているのに、高い税金を払

っている鎌倉市はなぜこんなに子どもに対して手厚くないのか。公園も少ない。図書館

も小さい。小学校は校庭解放してほしい。 

幸い、父親のみが働いている環境なので、支援や保育園を利用していないので、上記に

ついてはわからないが、一般的な教育は、特に学校の設備、公園の設備、プールなど。

近隣の市町村に比べて大変おとっていると思う。基本ラインをもう少し上げるべきだ。 

地方によって助成が違うのはおかしいのでは？鎌倉市は公園など（遊具のある）が少な

いような気がする。 

藤沢市など近隣の市に比べて、子どもの福祉に対する感覚が鈍いと思う。公園の設備や

医療費など、高齢者への配分とバランスを変えないと、若い人達が住みたいと思う都市

にはならないと思う。 

1 才 6 ヶ月～抱っこ de シャベルが 1 ヶ所だけになってしまい、利用しにくい上、市の

健診回数も減るので、少し不安。腰越は公園（遊具のある）がほとんどなく、つどいの

広場もある程度の幼児になると体力がありすぎて利用するのに限界がある。遊び場に困

る。 

サッカーや野球等、のびのびできる場所が欲しいです。 

広々と遊べる公園が鎌倉市には無い。どれも小規模のものばかり。藤沢市を見習って欲

しいところ。子どもランド等子供の遊び場が多い。 

医療費助成には大変満足しています。子育て支援に関しては最低レベルだと思う。他の

市に比べてもダントツで子育てのための施設などが少なく、公園や、親子ひろば、全然

なく、不便。子育て支援のことを自分がもっと知っていたなら、鎌倉に住まなかったと

思う（住んでから子供が産まれて、いろいろ知ったから。） 

公園が少ない。 

鎌倉地区に保育園がない。公園が少なくて子どもを遊ばせられない。小児医療費助成は

小学校卒業までと期間が長く助かる。 

環境に力を入れていないように思う。公園もそうだが、ガードレールや充分な歩道のな

い道もあり、キケンである。子どもの家に行ったことがあるが、あまり清潔でなく、職

員の方々の言葉づかいも子に見習って欲しくないと感じてしまった。 

公園の少なさ（特に鎌倉駅周辺）。 

もっと子供を気軽に安心して預かってもらえる施設が欲しい。子供がのびのびとボール

を使って遊べる広い公園が本当に少ない。小児医療費助成の期間が短い。 

近所に公園がない。遊ばせる場所がなく第一小学校となりの子どもの家へ遊びに行きま
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したが、学童の子供が一番という雰囲気で施設のおばさん達からは邪魔者扱いで、また

遊びに行きたいという気持ちになれませんでした。あまりにも気分が悪く、苦情を言い

たいくらいでしたが知人から同じ気持ちになってことを聞き、二度と利用しないように

しようと思いました。 

医療費は中学生まではみてほしい。子どもの月齢に合った市のガイドブックがほしい。

例えば 0 才…公園、授乳室、オムツ交換スポット。1 才～子どもと外食・外出しやすい

所など。その年ごとにやるべき予防注射やイベント、一時預かり、プレ保育などのシス

テムを分かりやすくしてほしい…。今のきらきらも年々良くなっているが、やはり今な

にが必要かわかりづらい。 

子育て支援センターなどは、上に子供がいると上の子が入れないので行きづらい。他に

も子供が遊べる公園も少ない。小さな公園はあっても砂場が野良猫たちの糞で汚れてい

て遊べる状態ではない。保育園や幼稚園に行く為の助成をもう少し増やしてほしい。 

妊娠中からの支援はあるようですが、途中からの転入者に対しては情報が少なく、参考

にならなかった。幼稚園入園まで、公園などで同年代の子供に会うこともなかった。 

・二階堂周辺に保育園がなく、材木座まで通わせている現状。駐車場代など、経済的に

も時間的にも負担が大きい。・公園が少ない。安心して遊ばせるために車で遠出しなく

てはいけない。 

子供が安全に楽しく遊べる公園がとても少ないと思います。鎌倉市内には、行きたい公

園は我が子にはない様です。 

保育園の数増加。料金も高いと思います。公園をもっと増やしてほしい。 

地域に公園が少ない。病児保育施設や預かり保育が近くにあって充実していれば、もっ

と就労したい。今は友人にたよりきりで心苦しい。 

観光地が周辺に多いため、お寺は多いが公園が少なくて遊べる場所が少ない。保育園も、

鎌倉駅付近には少ない。幼稚園に公立の幼稚園がないのも金銭的につらい。 

保育園が少なすぎる。子どもを連れていけるような公園が近所にない。 
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⑤ 教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関しての意見 

 

 

 

 

 

 教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関しての自由記述をテーマごとに類

型化したところ、「公園」に関するものが最も多く 22.9％、次いで、「保育園」に関する

ものが 18.1％、以下、「環境」に関するものが 13.8、「幼稚園」に関するものが 10.3％、

「道路の整備等」に関するものが 10.0％、「学童保育」に関するものが 7.8％の順となっ

ています。（複数の内容が含まれているものは、重複して集計しています。） 

 

・総記述数 1296 件 

教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してのご意見 

 

キーワード  集計値 構成比（％）

全体 1,296 100.0

公園 297 22.9

保育園 234 18.1

環境 179 13.8

幼稚園 133 10.3

一時預かり 130 10.0

道路 129 10.0

学童保育 101 7.8

遊び場 28 2.2

待機児童 13 1.0

病児保育 12 0.9

子ども園 9 0.7

その他 502 38.7  

問 35 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がご

ざいましたら、ご自由にご記入ください。 
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◎多く寄せられた意見(抜粋) 

◎「公園」に関する意見 297 件 

・公園をもっと増やしてほしい。 

・子どもが遊べる遊具のある公園がほしい。 

・遊具が老朽化したり、汚かったりで、子どもを安心して遊ばせられない。 

・公園を整備して、もっときれいにしてほしい。 

・水遊びができる公園がほしい。 

・駐車場のある大きな公園がほしい。 

・子どもがスポーツもできる広い公園がほしい。 

 

◎「保育園」に関する意見 234 件 

・保育園の空きがなくて働けない。 

・保育園を増やしてほしい 

・預けられる時間を延ばしてほしい。 

・下の子の妊娠・出産時、上の子を退園させないでほしい。 

 

◎「環境」に関する意見 179 件 

・子育てしやすい環境にしてほしい。 

・緑は多いが、気持ちよく生活できるよう整備してほしい。 

・観光地としてより、住民の暮らしを先に考えてほしい。 

 

◎「幼稚園」に関する意見 133 件 

・助成金や補助金を増やしてほしい。 

・質の向上を求めます。 

・公立の幼稚園をつくってほしい。 

 

◎「子どもを預けること(一時預かりなど)」に関する意見 130 

・病気や急な用事の時、預けるところが必要。 

・一時保育をやっている場所を増やしてほしい。 

・小学生を預けられる場所があったらいい。 

 

◎「道路」に関する意見 129 件 

・狭い道路が多く、子どもと安心して歩けない。 

・ベビーカーを押して歩ける道路にしてほしい。 

・道路を整備してほしい。 



 

 181  
 

 

◎「学童保育」に関する意見 101 件 

・小学校の空き教室などで学童保育を行ってほしい。 

・長期休暇中の開始時間を早めてほしい。 

・定員を増やしてほしい。 

・障害児の利用も可能にしてほしい。 

 

◎「遊び場」に関する意見 28 件 

・小さい子が安心して遊ぶことができる場所がほしい。 

・小学校のグラウンド開放はありがたい。 

・室内で遊べる場所がほしい。 

・休日に遊べる場所がほしい。 

 

◎「待機児童」に関する意見 13 件 

・待機児童を解消してほしい。 

・入園資格の審査をもっと厳正にしてほしい。 

・保育園の待機児童だけでなく、小学校の学童の待機児童の子とも考えてほしい。 

 

◎「病児保育」に関する意見 12 件 

・病児保育を充実させてほしい。 

・もっと利用しやすいシステムにしてほしい。 

 

◎「子ども園」に関する意見 9 件 

・子ども園をもっと増やしてほしい。 

・幼稚園と保育園の保護者間にギャップを感じる。 
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以下具体的な記述を例示します。 

公園について 

公園を増やしてほしい。 

よりとも公園のそばにあった故障していた時計を“世界遺産登録申請の際に景観を損ねる

から”という理由で撤去したとききました。本当に皆不便です。こんな事よりもっと市は

住人のための仕事をして欲しい（子育てに限らず）。登録されなかったのだから時計を設

置して頂きたい！主な公園利用者の住民のために！！観光客は税金払ってないぞー！！ 

公園が少ない。あっても小さくて、充分満足するほど遊ばせられない。子供達の交流の場

が少ないのは母親の孤立を高めるので、場所を増やして欲しい。経済的援助も幼稚園 2

人目半額なども取り入れて欲しい。市内に子供連れで入れるお店が少なすぎる！！おむつ

交換台など設置数を増やして欲しい。子供連れの外出は難しい現状なので早急に改善して

欲しい。土地や家を売るのであれば、それに伴う保育施設を整えるのが必須。鎌倉は追い

ついていない。 

自宅近くの公園であまり遊ばせようと思わない。草が生えていたり（のびすぎ）、キレイ

だとは思わない。 

広くて、遊具が充実した公園がもっと欲しいです。夏が例年とても暑いので、幼児や小学

生が集い遊べる室内施設。スクールゾーンでスピードを出し走行する車の取締り強化。文

化都市鎌倉らしい、日本・土地の文化を子どもに学ばせる場や機会。 

市営プールや市営・県営の大型公園（P 付）の充実、市外へ行かずとものびのびできるよ

うに。今は車がないと広い所へは行けません。いくら「鎌倉」をブランド化しても、子供

が地元に残りたいと思う地元愛着を持てるイベント・祭りなどをもたないと流出するばか

りになる。市としての方向性・子供への投資のビジョンが見えない。 

稲村ヶ崎・極楽寺地区に児童公園がない。友達同士の家を行き来したりするので、親はい

ろいろ気を使う。子どもが自然に集まれるような場所（居場所）が欲しい。 

子供も安心してあそばせられる公園を充実させてほしい。浄明寺に住んでいますが、頼朝

公園しかめぼしいところがありません。しかも午後は近くの幼稚園のお子さんに占有され

てしまいます。不審者のような近所の方もいて、申し訳ないのですが、不気味です。怒鳴

っているのを見ました。ビクビクしなければならない。なんかかなしいです。 

周りの子育てしているお母さん方はとても協力的な地域だと思います。ただ公園や子供を

遊ばせる場所は充実していないです。 

鎌倉は古い街なので整備が難しいが、子どもの遊び場となる公園などをもっと考えてつく

ってほしい。子育て支援センターも鎌倉地区の 1 ヶ所しか知らないが、あまりの狭さに

1 回しか利用しませんでした。子どもの家が室内というのも、子どものことを考えるとよ

くないと思う。 

公園の遊具が乏しい。児童館のおもちゃが壊れていたり、電池がなかったりして、あるの
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に使えないものが多い。 

公園を増やして。遊具を増やして。藤沢みたいにイベント増やして。 

子供が安心して遊べる場所がほしい。公園の整備。バリアフリー化。経済的な負担を減ら

してほしい。 

大きな公園や室内遊び場が玉縄地区に少ないので作って欲しいです。通っている幼稚園

は、素晴らしい幼稚園で安心して預けています。 

駐車しやすい大きい広場・公園（遊具のあるような公園）が少ないのが残念。Ex）新林

公園、辻堂海浜公園。 

鎌倉市在住の親御さんと話していて、皆が言うのは、鎌倉市は公園がない！！ということ。

公園は沢山あるが遊べる遊具が少なくつまらない。 

鎌倉市内には細い道路が多く、歩道も十分でない所が多い。子供を連れて歩いていると原

付や自転車のマナーがとても悪く、子供と共に危険な思いをする事が度々あります。公園

を利用する大人のマナーが悪く、たばこの吸い殻やゴミが散乱している事があります。公

園内は禁煙にするなどして頂けるとうれしいです。 

公園が充実していません。もうすこしいろいろな身体運動、チャレンジが出来るような固

定遊具を整備して欲しい。大船の第一会館古すぎます。学童の場としても魅力的ではあり

ません。教育的・保育的配慮のある環境を作って欲しい。 

鎌倉は公園がまったく整備されていなく汚いです。子供を安心して遊ばせる場所がありま

せん。 

近所の公園にいつもタバコの吸い殻が落ちていて困っています。気づいたら拾うようにし

ていますが、小さい子供が口に入れてしまわないか心配です。たまに鎌倉市のお掃除の車

が通りかかりますが、さっと見回ってすぐいなくなってしまうようです。 

公園の整備や遊具の設置にも、もっと気を使ってほしいです。近所の公園にはこわれたま

ま放置の遊具や、取り払われてそのままで逆に防災倉庫がおかれてしまった公園が多々あ

ります。 

教育、保育環境とは少し違うかもしれませんが、鎌倉には大きな公園が無くて困っていま

す。藤沢には海浜公園、茅ケ崎には里山公園、平塚には総合公園と近隣の市にはそれぞれ

あるのに、鎌倉の中央公園や海浜公園は遊具も少なく駐車場も充分でない等、子供達がの

びのび遊べる公園が無い！！ 

近くに子どもを安心して遊ばせることの出来る公園が少ない（学校はあるが、自由に出入

りの出来る広場で遊ばせたい）。 

市内に大きな公園（大型遊具のある、水場がある、水遊びが出来る）をつくってほしい。 

鎌倉市は公園が少なく、また遊具がない所が多い。子どもがあそべないのでもっとふやし

てほしい！ 

公園を増してほしい。稲村ヶ崎付近に中学校が必要だと思います。 
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土・日・祝日も仕事をしている人がいるという前提では考えられておらず、不十分に感じ

る。また、学童利用を考えているが、土曜日 8 時からでは仕事に間に合わず遅い。鎌倉

市の公園の遊具が不十分。つまらない。中央公園など大きな公園でも何もない。 

 

保育園について 

保育園での入所・退所についてですが、上の子が 1 才児クラスで、出産となると一回退

園対応となっている現状ですが、子どもにとっても友だちとの関係、社会との接点をとつ

ぜん切られ、出産後の母親の大変さを市は理解していません。一緒に過ごせるからとか安

易な理由でなく、子と母にとってどうすれば一番なのかを考え、退園というのをさけられ

るよう早くの実施をお願いします。 

保育園をもっと気軽に利用できるようにしてもらいたいと思います（両親の通院時も）。

保育園は海の近くにあるので、避難場所は長勝寺ですが、お散歩中などいつ災害が起きる

かもわからないので、市のほうで避難ビルをもっと多く確保してもらえると安心できま

す。 

何度もかきましたが、病児保育を早急に整備して下さい。鎌倉の公立保育園の保育士の質

はとても高いので、もっとそれを地域に生かして下さい。保育課は、もっと市民のために

しっかり仕事をして下さい。 

現在、認可保育園を利用させて頂いていますが、夏期（8 月）に実質的な平日休みがあり

ます。民間の認可保育園ではしばしば聞く話ですが、フルタイム勤務では平日休みは取り

づらいと思いますし、保育園は基本的に平日休みを設定出来ないのではないでしょうか。

ご検討お願いいたします。 

保育園に男性保育士が少なすぎると思う。駐車しやすい大きい広場・公園（遊具のあるよ

うな公園）が少ないのが残念。Ex）新林公園、辻堂海浜公園。 

「子ども・子育て支援制度」が導入され、今後保育が市場に委ねられたらと考えると不安

です。現在、わが家は助けを期待できる親族・つき合いのない中、父母のみでなんとか育

児していますが、アンケートの書面ではわが家のニーズを反映することができませんでし

た。通わせている保育園に多くを助けられています。子育て世代は、教育資金・住宅ロー

ン等の負担が大きいにも関わらず、「子ども手当」の支給により扶養控除がなくなり、更

に年金、社会保険料、そして今後消費税アップ…と負担感が大きくなるにつれ、余裕を失

っていくように思います。市場や個人責任の保育ではなく、公的に誰もが気軽に利用でき

る子育て支援を心から望みます。 

認可保育園の増設に期待します。 

保育の制度が変わると聞いています。すべての子どもが不安なく保育園に入所できる様、

親が安心して働ける様に考えて制度を整えてほしいです。あと、障害をもつ子や落ち着き

のない子にも手厚い支援ができる様、園や小学校にもっと人員を確保してほしい。切に望
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みます。 

0 才、1 才の子をもっていて、2 人目を妊娠すると、退園（保育園）しないといけないの

は困る。そのため、2 人目のときは産休、育休がとれないという人の話を聞きました。そ

れだと、2 人目のタイミングを考えている間に、「もういいや」となることもあると思い

ます。 

以前、深沢保育園に一時預かりについて電話をしたら、面接の日程さえなかなか取れない

と言われてしまった。 

仕事をしたいが、保育園の空きがなくて働けない。 

学童保育施設が遠すぎて利用できない。早急に対処していただきたい。保育園の入りづら

さも解消していただきたい。 

無認可の保育園でも認可と同じ料金設定にしてくれたりしてありがたいと思います。医療

費助成もありがたいです。 

現在認可保育園の 1 才児クラスに入園していて、まもなく第 2 子を出産予定です。育児

休暇の際、長男を退園させなければならないきまりです。少子化対策や子育て支援という

ならば、在園児の年齢関係なく継続して通園できるようにお願いしたいです。 

鎌倉は自然が多く残り、子育てには良い環境だと思います。子ども達が自然の中でのびの

び育つのは何より。いつまでもこの自然を残していける様、土地開発には厳しくしてほし

いです。保育園は、いつも時間ぴったりにお迎えに行かないといけないが、仕事はそうそ

うぴったり終わらない。園の運営が大変なのでは？とうかがえてしまう。 

保育園は少しずつ入りやすくなってきている様で、とてもありがたいです（現在一時保育

を定期的に利用、来年度保育園入園希望）。上の子どもが小 2 ですが学校の教育にもっ

と力を入れていただきたいです。 

育休中に、気軽に子どもを預けたかった。精神的にきつかった。仕事に復帰し、保育園に

預けてから、肉体的にはきついが、精神的には楽になった。 

保育所を増やして欲しいのはもちろんありますが、保育士の確保やそちらの待遇も充実さ

せて欲しいと思います。利用中の保育園にはとても感謝しています。 

現在保育園に通っています。小学生になると、学童に通う事になると思いますが、時間が

6：00 までだと、仕事の関係で迎えに間にあわず、時短も取れなくなる為、仕事を辞め

ざるをえない状況になります。学童等の環境整備をお願いします。 

子育てする上で、保育園に入れない、ことわられるという事は仕事をしながら子育てする

のに大問題となってしまいます。私は仕事場内の保育園へ入園して、何とかすごしていま

すが、再び産休、育休に入るとほとんど利用できなくなってしまいます。希望する人が希

望の時間帯にあわせて利用できる認可の保育園があると働けると思います。小学生になっ

てからの子育て支援にも力を入れてもらいたい。小学生の子どもがいる親は保育園児を抱

えている親より大変です。 
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教育予算が少な過ぎる。周辺他市と比較して、家庭で支出している額が多く、税金でまか

なって欲しい。上の子は小学校へ行っているが、学校の備品があまりにもお粗末。プール

もないので（年 2 回は市営プールを利用しているが）スイミングスクールへ行っている。

各教室にクーラーまでとは言わないが、もう少し学習環境を整えて欲しい。公立保育園で

も、有料の外部委託の「習い事」を導入できないか（夕方 5 時くらいからの自由遊び的

な時間に体操など）。平日は行かせられないし、土・日はできれば親が休みたいので。 

今、国会でとりあげられている幼稚園在園で上の子が小学生で 2 人目の子どもの控除を、

保育園でも考えてほしい。同時に保育園入所と、現在なっているが上の子が小学生まで広

げてもらいたい。 

場あたり的政策で、民間企業参入や幼稚園との合体ではなく、きちんと認可保育園で対応

して頂きたいです。 

障害児の就学について、支援学級の差（学校、先生）を感じ、不安に思う。養護学校が市

内に 1 つしかない（肢体不自由）こともあり、様々なレベルの子が適応できる様、支援

学級の内容（質）の改善を強く望む。保育園入園のため、子どもを産む月を調整せざるを

えないのは不自然→制度改善を願う。 

 

様々な環境の改善について 

子供たちが安全に遊べる場所が地域にあるといい。公園や遊び場に、見守る大人たちの存

在があれば尚良し。保育園は、親が就業していない人たちも利用して、より多様な環境・

保育の場として地域社会の中心地になるといいな。 

海、山、寺社仏閣がある鎌倉らしい個性と品の良い環境づくりを、若い世代が楽しんで子

育て出来るお寺パスポート。美術館での土 or 日 Free Art ゾーン（横浜美術館）、鎌倉・

子パスポート、七五三イベント、地産地消、バスパスポートなど。 

祖父母と同居の母子家庭への援助。子供がいるだけで、仕事先がみつからない。又、風邪

等の時休みを取りやすい環境。改善をのぞみます。 

バス、電車など、子供が乗りやすい環境（バスにバギーで乗ろうとするとすごく迷惑がら

れる。仕方ない部分も分かるが重たく、グズる子供と外出しなければいけない状況）の理

解をみんなにも広げていって欲しく思います。 

支援制度はありがたいが、まだまだ母親の就労や保育には少し不安を感じます。鎌倉の環

境はとても満足ですが、なかなか住宅ローンをかかえ、その上子どもの保育・教育へのお

金は出てきません。 

このままの環境が続くなら、きれいな古都鎌倉にお年寄りがあふれる事でしょう。収入の

限られている方や夫婦共働きの人々の居住を鎌倉市は拒否されていると、他の市に住んで

いる方は思っていますよ。 

各図書館も少なく、せまいので小学生がテーブルにすわれず、小さい子が本を読むスペー

スの絨毯ですわって勉強していました。そういう所を改善して子供がすごしやすい環境を
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作ることも大事だと思いました。 

小学一年生の壁という言葉があるほど、小学校の授業が終わった後のサポートがなく、仕

事をやむなく辞める方が多いです。子供を保育しながら、宿題や勉強をみてくれる塾のよ

うな環境を神奈川県鎌倉市にもつくってほしいです（都内には何か所あります）。 

もっと公園の遊具を増やして欲しい。雨の日も遊べる室内のアスレチックとか欲しい。子

供の相談をもっとしやすい環境にして欲しい。小児医療をもっと長くして欲しい。 

不審者対象でパトロールするなど、子供たちが親の見ていない所でも安心、安全に暮らせ

るようにしてもらいたい。少子化を問題にするなら、子供を産み育てる環境、費用を支援

してもらいたい（保育園、授業料、医療費など）。 

レイウェルにある子育て支援センターを保育園に入所する前、毎日のように利用していま

した（6 ヶ月～2 才半まで）。子どもが集う場としては環境が整っておらず残念でした（ト

イレ、昼食がとれないなど）。公園が充実していません。もうすこしいろいろな身体運動、

チャレンジが出来るような固定遊具を整備して欲しい。大船の第一会館古すぎます。学童

の場としても魅力的ではありません。教育的・保育的配慮のある環境を作って欲しい。 

核家族化が進み、昔のように周りの人達が子供を育ててくれる感覚がなくなってきまし

た。残念ながらお年寄りでも子供をうるさがったり、大目に見てくれることもなくなって

きた気がします。逆に子供や親もマナーの悪い部分もあったり。子供が自由に遊べる環境

がないのは残念なことですが、もう少し、地域との関わりをもってみんなで育てていく環

境が戻ってくれればと思います。 

子供をあずけて働ける環境を重視している様に思うが、子供にとってそれはどうなのだろ

うか？と思う。長時間あずかりなどにより、幼児期はなるべく一緒にいれて生活できる環

境やサポートがあればよいと思う。 

小学生の放課後の過ごせる環境において、環境を早急に整えてあげるべきだと考えます。

そのうち…では遅いと思います。子供達は日々成長しています。幼い子供達を育てていく

ことにもう少し力を注いで頂きたく思います。 

教育にしろ、保育環境にしろ、すべて金がかかりすぎ。子育てどころか仕事で手いっぱい。

おそらく少子化が進み、今の子供たちは将来、大変な思いをする事は間違いないでしょう。 

子育てしやすいように子どもが増えるように対策をするべき。もっと子どもを持つ年令の

人々（20～40 代）の意見を聞くべき。働きながら子育てできる環境を整えて欲しい。 

子育ての環境は支援に関して、近隣の藤沢市に見劣りするという意見をよく聞きます。歴

史のある、かつ自然に恵まれた鎌倉市において、「子育てしたい！！と思われる市No.1！」

を目指すくらいのことをしても良いのではないでしょうか？ 

保育や子育てはそれだけの問題ではないと思います。仕事の中身や住む環境、お金の事（税

金、消費税 etc.）、親の介護（高齢者福祉）。それら全てをひとくみになって考えなくて

は改善しないと思います。 

一本筋の通った親を育てていく事が大事だと思います。子育ては親育て。親が育てば子も
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育ちます。子育て環境として家庭が中心ですが親も”環境”の一部です。物的なサービス

だけでなく、親が精神的にも成長するような取り組みに期待しています。 

砂場遊びのできる環境の整った公園が少ない。せめて雑草の抜去はもっと定期的にして欲

しい。ファミリーサポートの事前登録が面倒で利用しづらい。実際、小さな子を連れて大

船まで行けない（モノレールに EV がない）。緊急時の為にもっと考慮できないでしょう

か。 

たいした環境も設備も提供していないのに、アンケートだけやたらと長くて聞きたいこと

は充実。いろいろ聞いた結果、市政にはどれだけ反映されますか？市民に追加の負担を強

いている自覚はありますか？考え方がおかしい。増々市政にがっかりさせられます。 

前の職場が新宿で産後は通えないので辞めた。1 才になる時に一度復職しようと鎌倉市の

保育園を申し込んだが、その時は無職だったので入れなかった。働く気があっても市は協

力してくれないと、がっかりした。その後からは市のものは利用していない。山ノ内のエ

リアには公園があまりなく、道が狭いのに車が多いので子育てしづらい。 

 

幼稚園について 

幼稚園では、母どうしの情報交換や交流がないと、正しい子育てはできないと思われてい

る（全く違う情報も入ってくる）。なので、幼稚園・保育園統一。行政もキチンと入る。

3 人目、クライシス。小 1 クライシスに対応（保育園後、学童に入れず、皆あせる。学

童、病気の子の預り先不足）。母が、頼む所、1 ヶ所で済む世の中を…。まともに働くこ

とができる世の中に…。保育終了した母の雇用を進めて下さい。皆、働けず、困っていま

す。ヒマな母が保育園児の教育を否定したら、働く母はかわいそうです…。 

過去に子供がいながらアルバイトをしていましたが、子供に対する理解が企業側になく、

幼稚園行事 etc.事前に休み申請をしても休めなかったり、周囲も仕事をしていたら行事は

出られなくて当たり前などの風潮があり、退職しました。環境整備とともに意識改革を希

望します。 

幼稚園の利用料がもう少し安くなればいいと思う。鎌倉にも公立の幼稚園ができないの

か？ 

幼稚園の無償化に、大いに期待します。 

乳児健診を同じ月齢を集めた会場で行ってほしい（各自で小児科へ行くのではなく）。公

立の幼稚園がないのなら、私立幼稚園の助成額を上げてほしい。 

鎌倉は、自然も多く子どもを育てるのにはとても良い環境だと思います。地域の方も優し

く、子育てしやすいです。もっと子どもが欲しいと思う反面（3 人目、4 人目…）、幼稚

園、保育園のことや就業のことを考えると、一歩ふみ出せないのが現状です。今よりもっ

と子育て市やすく、よりよい環境になってほしいと思います。 

幼稚園は 1 つぐらい市立のものがあるのが理想。私立しかないからといって他の市の幼
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稚園に行くのも疑問。仕事、家庭（家事）、子育てのほとんどを母親がおこなうのが現状。

もうすこし経済的にゆとりをもって利用できるような施設を考えてほしい。 

個人的な意見ですが、我が家は藤沢市の幼児教室に子供を通わせていますが、茅ケ崎、藤

沢は就園奨励費が出るのに鎌倉市は出ません（園がせまいから…などの理由だと言われま

した）。時間も 9 時半～14 時と、ふつうの幼稚園と同じです。保育についても積極的に

園外に出てたくさん自然とふれ合ったり、園内でもたくさん良い保育をして下さってお

り、通常の幼稚園以上に先生方は頑張って下さっている園です。それなのにどうしてなの

でしょうか？出来ればきょうだいも通わせたいですが、今後ずっと奨励費がないのは厳し

く、断念せざるをえず残念で！ 

私立小学校への進学を希望しているため、近所に友達を作れない懸念がある。現在も他の

幼稚園（近所の）の方との接点がないので、自治会などの枠を越えたコミュニケーション

が出来たら良いと思います。 

上の子が通う幼稚園は 3 人兄弟が多く、少子化とは無縁な所です。「働くのは子の手が

離れたら」と思う人が多い様にも思います。一度離職しても（別の企業で）復職しやすい

企業と市（行政）の取り組みをお願いしたいです。保育園ばかり増やしても仕方ありませ

ん。 

妊産婦健康診査の補助金を 4000 円から 5000 円にしていただきたいです。母子手帳の

サイズが大きすぎて使いづらいように思います。公園が狭くてすぐ子どもが飛び出してし

まうのが心配です。どこの幼稚園も駐車スペースが少なかったり、近隣との問題があるよ

うです。車で送迎もしにくいのは不便です。 

鎌倉は私立幼稚園しかないので、保育料などが高いので兄弟がいるときつい。キッズスペ

ースがある飲食店がもっとあったらいいのにと思う。 

子どもが遊びやすく、遊具が充実している公園を増やして欲しいです。幼稚園、小学校等

の通学路の安全の確保が不十分だと感じる場所があるので、対応をお願いします（スクー

ルゾーンと気付かず、すごいスピードで走る車等）。 

子どもと一緒に時間を過ごしたいと思うと幼稚園だけど、私立幼稚園はお金かかる。保育

園に通う子が多いせいか、未就園児があそべる場もなければ、子どももいない。もっとも

っと、私立幼稚園に通う家庭を救援してほしい。じゃないと希望していても保育園に入れ

ざるを得ない。 

幼稚園の助成をもう少し増して欲しい。保育料が高い。 

公立の幼稚園があると助かります。助成金がありますが月々の出費が少ない方が子育て家

庭は嬉しいです。子どもの数が多い家庭が少しでも優遇されると良いと思います。現状は

数が多いほど苦しいので。 

健診の内容を充実してほしい。発達障害を指摘されず、幼稚園に入園し、園の生活に対応

できてない子どもがいます。母親も疑問に思っていません。健診でグレーの子は早期に母
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親への声がけ、子どもの支援をしてあげてほしいと思います。他市から引っ越してきたの

で、鎌倉市の健診があまりにも内容が充実していなかったので驚きました。 

幼稚園の費用は家計を圧迫するので、本当は 3 年保育にしたいが、2 年にしようか迷う

人が多いと思うので、たくさん助成して欲しい。子育てを社会全体で理解するためには、

子どもの時から 20 代、学生時期などに乳児がいる生活を一日体験したり、もっと子育て

がどんなに大変なものか知る機会があればよいと感じました。 

鎌倉市は共働き家庭が少なく、あまり必要性を感じていないようですが、保育所を増設す

る土地や資金や人材が足りないなら、幼稚園を改革して欲しい。日常の延長保育、長期休

みの預かりなどに対応できるように幼稚園と話を進めて欲しい。早急に！ 

「公立の幼稚園」という選択肢が欲しい。そうでなければ、補助金を増やして欲しい。道

路 1 本隔てた横浜市は助成も多いし、税額は低い…。幼稚園の月 3 万円の保育料も家計

にとってインパクトは大きい。 

 

一時預かりについて 

 (「子どもを預けることについて」から抜粋） 

一時預かりはなんとなく適当に預かっている気がする。キッズスペースが町中に増えてい

るが、衛生面がとても悪く感じる。キッズスペースがあるのは嬉しいが、そこに行った為

に病気になったり、汚いおもちゃばかりおいてあったり…それを口に入れる子供の事を本

当に考えていない気がする…。 

待機児童解消のための保育施設を整えることも大切ですが、在宅で子育てをしている家庭

への支援も充実させて欲しい。市内で一時保育を実施している所もあるが、どこも気軽に

利用できる環境ではない（料金、一日あたりの定員など）。問 34 にも記入しましたが、

週 1 で指導者の元、幼児向けの集いなどを実施して欲しい。また、放課後の子ども会館

も学童に通う子どもの施設のようになっているので、誰でも利用しやすいものにして欲し

い（放課後子ども教室のように）。 

小学校での一時預かり（学童）などがあるといいと思う。 

保育所も数をもっと増やし、一時預りの対応も充実させてもらいたい。 

働いていない人でも気軽に一時保育やファミサポを利用できるよう、低価格にしてほし

い。 

一時保育等を行う施設ももっと増やして欲しい。 

気軽に数時間でも預けられる施設があるとよい。一時保育をかつて利用した事があるが場

所が少ない。 

働くママにばかり目が向いていて、専業主婦で育児をしているママのケアが足りない。保

育園の一時利用をもっと増やすべき。また利用する条件が厳しいと思う。 

他市に比べ鎌倉市の子育て支援事業のレベルが低すぎると感じます。特に幼稚園等就園奨
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励費補助金、子育て支援センターの設備、一時保育の幼稚園保育園の受け入れ等。新潟県

上越市の取り組みを参考にしてはいかがでしょうか。 

保育園の一時預かりを全ての保育園でもやってもらいたい（利用したくても家から離れた

保育園でしか一時預かりをしていないので）。子育て支援センター、子ども会館等でも一

時預かりをしてほしい。※専業主婦は、子供を気軽に預けられる所がないので、健康診断

も受けられません。 

鎌倉駅から徒歩圏にある一時預かりのできる保育所がもっと増えるといいです。 

一時預かりをしてくれる保育園を鎌倉にふやしてほしいです。 

普段は夫婦で子育てを行っているが、何かあった時に利用できる制度（一時預りや、ベビ

ーシッター）が充実していると心強い。また保育所の一時利用（2～3/w）があれば、ど

っぷり子育てにはまりこまず、社会（仕事）とのつながりも持て、充実した子育てが出来

ると思う。 

未就園児を一時預かりしてくれる、保育園や保育室をもっと増やしてほしい。 

育児中の母親が美容院や病院に行きたいと思っても、ファミリーサポートや一時預かりを

利用してまでは行かなくてもいいか…と考えがちだけど、行った先に託児サービスがあれ

ば行きやすいだろうなと思います。 

普段お願いしている保育園で別料金でも良いから、土曜の、仕事以外の一時保育が頼めた

ら良いと思う。一時保育のできる保育園は遠くて移動だけで時間がかかるうえに、親も子

も知らない先生にお願いするのが慣れていないので不安（信頼していないということでは

なく）。 

仕事をしているので、平日は保育園で過ごしている。先生方の就労状況が良いものであれ

ば、こども達も、良い環境で過ごせていると思っている。一時預かりや病後児保育の利用

方法がよく分からないので、簡単に利用しやすく、してほしいです。特に病後児保育は準

備する書類も多く（医者にかいてもらう所もあり）すぐ、頼みたい時も、なかなか頼めそ

うにないと思ってしまう。 

気軽にたのめる一時預かりや自宅に来て面倒をみてくれるボランティアの人がいたらい

い。友人のいる地域では 30 分単位でたのめるボランティア（シルバーの方）があるそう

です。 

小学校からの保育環境の整備をお願いしたいです。学童まで行かなくても、一時預かりが

できる施設がほしいです。 

10 ヶ月の時に上の子の行事の時に保育園の一時保育に預けたら、子どもが親がいなくな

った後で泣いたらしく、迎えに行った時に保育士の方に「お子さん泣いて大変だった」と

文句を言われ、すごく心外だった。子どもを預ける事にマイナスイメージが出来てしまっ

た。 

一時預かり保育を利用したいが、0 才の人数が少なく、ことわられた。0 才こそ預かって



 

 192  
 

ほしいのに！！ 

一時保育などの料金をもう少し安くしてほしい（もう少し市に負担してほしい）。 

保育園等での一時預かりが充実していないと思います。以前に住んでいた地域では、子育

て支援センター一時預かりを行っていて、よく利用し、助かりました。定期的ではない、

私用で数時間預かってもらえる場所があれば助かります。鎌倉は子育ての悩みを家庭内で

解決することを求めていると思います。 

学童や保育の一時預かり。費用の助成があれば、気軽に利用できると思います。 

宛名の子どもには該当しませんが、子どもも幼稚園に行かせながら働いていました。幼稚

園の預かり保育がそれなりにありましたが、見てもらえない時間の代替の方法探しに苦労

しました。一時保育の充実（預けやすいなど）を希望します。 

一時保育の子どもは、在園児と違い行事には参加できません。それは仕方ないと思います

が、運動会の日に、私は知らずに 6 時まで預けていました。お迎えに行くと園全体でた

った 1 人でした。赤ちゃん 2 人がお迎えに来たとこでした。電気をほとんど消えて先生

も少なかったです。皆早く帰ったそうです。知っていれば、祖父母に早くお迎えに行って

もらうように頼むこともできました。そういう情報すら入ってきません。私はとても悲し

く、苦しく、悔しく、泣けてきました。何故一時保育の子がここまで差別を受けなければ

いけないのでしょうか？一度市役所にも出向くつもりです。 

育休延長は無意味です。時期を保育園入所にあわせて流動的に変更できる方が望ましいで

す。金銭（現金）を一時的に頂くよりも病後児保育の充実と小児医療機関の 24 時間休日

診療対応をして欲しいです。（病後児保育と医療機関が連携 etc.）。 

まず、保育施設の充実ではなく、条件の緩和も行ってほしい。妊娠中、体調を崩し、上の

子の世話ができなくて、結局実家に迷惑をかけた。また、一時保育もやれ慣らし保育だの

言って、非常に面倒です。 

一時保育を増やして下さい。例えば PTA 活動を支えているのは、保育園を利用できない

専業主婦です。でも二歳児連れでは他の人の足をひっぱるばかり。現在の枠は少なすぎ。

遠すぎで利用できません。駅近くに、ぜひ。知人は隣市まで預けに行っていますが、それ

も自動車あってのこと。実現よろしくお願いします。ファミリーサポートはプロではない

ので不安です。 

 

子どもを預けることについて 

病気の子供をみてくれる、預かってくれる場所を充実させないと、子供を持つ母親は働け

ない。 

鎌倉駅周辺では子供服（ベビー服）が買いにくい。大船まで行かないとならない（→2 人

連れでいくとゆっくり買物できない・ぐずる・祖母に片方預ける、祖母にも都合がある）。 

私は主にフリーで仕事をしていたので決まった収入がある訳でもありません。保育園に入
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るために、まず勤め先を決めた方が良いと聞き、預けるのをあきらめました。しかも主人

は自宅で仕事。両親共介護までいかないが困難な事が多くあります。保育園に預けたかっ

たのですが、「点数」が足りないだろうと思い、申し込みできませんでした。親の助け（通

院等）は乳児・幼児がいては困難です。しかも不定・ひんぱんです。ファミサポ etc.は「今

すぐ」お願いしづらいので、定期的に保育園に入れたかったです。親の介護 etc.の理由も

点数に加えて頂きたいです。主人が自宅で仕事、といっても「仕事」しています。子供を

見られる状態ではありません。自宅で仕事というだけで点数がとれない、というのも改善

して頂けたら、助かる人はたくさんいると思います。 

子育てで一番困るのは病気です。働いている女性にとっては、通院の時間さえ取るのは困

難です。家にいても母親がインフルエンザなどにかかった場合も、子供の保育に困ります。

そんな時に気軽に安心して預けられる環境があると、とても助かります。 

上の子の行事等で、下の子を預けられる場所の選択肢がもっと増えたり、（預け方・利用

料などが）わかり易く表記された冊子やチラシがあればいいなと思います。 

土・日曜日だけ、早朝からたまに仕事が入るので、子どもを預けられると良いです。いろ

いろな働き方に対応できる預り所があると良いです。 

フルタイムの方の子育て支援は保育園や学童などがあり、フォローされていると思いま

す。次は幼稚園や、学校に昼間子どもを預け、パートで働く人の子ども達への支援が必要

だと思います。長期の休みになるとパートは関係なく仕事がありますが、子ども達は幼稚

園、学校は休みになるのでお家で子どもだけで留守番という家も多いです。そういう方の

対応をしていただければ、母親も社会に出ていけると思います。 

安心して働けるように、子どもを預ける場所をもっと作ってほしい（保育園に入れるかど

うかで、仕事をどうするかもかわってきてしまうため）。 

子供の小さい頃はなるべく親と一緒に過ごし、小学校へ上がるまで、しっかり親が自分の

子供を育てるべきだと思う。保育園を充実させるよりも（他人に預け、子育てを自分でや

らない親を助ける）、子供をしっかり育てている家庭に援助をしていただきたい。親子の

希薄な関係の世の中になったのもそのせいだと思う。 

幼稚園などの助成金などをもっと出してほしい。保育所も数をもっと増やし、一時預りの

対応も充実させてもらいたい。 

両家の両親が遠方であるため、共働きであると、どうしても子供の病気や急な用事で預け

られる人がいないのが困る。ファミリーサポートにも登録しているが、結局、事前の打ち

合わせが必要。急な用事では、利用できない。 

下校後の子ども預かり場所（放課後子ども教室など）があると、助かる。（下の子の行事

やお迎え等で）子ども一人にしておく時間が心配な為。 

小学生、特に低学年の子育て環境が不十分である。学童保育所を減らす方向で、増やす方

向には向いていないと聞く。せめて皆が利用しやすい場所、システムにしてほしい。幼稚
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園の預かり保育は大変ありがたい。横浜市のシステムのようなものを導入して欲しい。 

小さい子供の保育環境を充実させても、兄弟が小学校などにいる場合、「下の子だけ預け

られても…」という状況にかわりがない。 

働きたくても働けないのがつらいです。少しの時間預けるところが遠かったり、地域の集

まりにも参加していますが月 2 回→月 4 回にしてもらいたい。 

働きたくても、1 日に数時間しか働けない場合への支援が何もない。茅ケ崎市では、1 ヶ

月の労働時間が少ない人が子どもを預ける場合、保育料の免除制度があります。鎌倉市で

は全くない為、働きたくても働けない状です。近隣の市を見習ってほしいです。 

子どものあそび場が少ないから、安心安全に子どもだけであそばせてあげられる場がな

い。経済的理由で働きたいが、朝から夜まであずけられるところもない。あっても高い。

逗子のようなアフタースクールのすごし方ができたり、長期休暇中だけ学童に預けられた

りなど、もっと本当に真剣に子育てにとりくむ人間、そして働かねばいけない人間の立場

になって考えてほしい。 

用事などでは親や友人に子の預かりをお願いできますが、リフレッシュなどでは気が引け

てお願いできません。だからと言って利用料がかかるとなると、自分にもったいないと結

局利用せず、休みなしのがまんです。無料の託児付の講座がもっとあると参加したいです。 

保育場所を多く作るより、母親がせめて 3 才（子ども）になるまで、預けることなくお

世話をできる環境になることを望みます。社会も生活も変わってきて色々なスタイルがあ

りますが、3 才（せめて）くらいまで親が近くでみていた方が子どもにとっても未来も明

るいと思います。本当に預けなければならない方は一部で、必要性の低い方まで預けよう

としている周りの方をよくみているので。 

現在、鎌倉でも待機児童が出ており、新たな保育所計画があるようです。しかし、実際に

保育園での実情を知る者として、不正な就労証明による入園者が数多くいる方が問題で

す。自由業もしくは父親が個人事業主であることを利用して、全く必要がないのに保育園

に預けている家庭は多いです。これらを厳正に審査することで待機児童の数十人程度は吸

収できます。保育所を新たに作る費用を入園資格の審査にまわすことを望みます。 

子どもの家で、室内のみで過ごすのではなく、校庭を解放したりして、放課後や長期休暇

に体を動かせる環境が欲しいです。横浜市の「浜っこ」のような預け先があるといいと思

います。 

子どもが遊べる場所も少なく、子どもが安心して預けられる場所もとても少なく、子ども

の物もほとんど売ってなくて、学校にプールもなく、医療費も小学生からかかり、鎌倉市

は本当に子どもに不親切な場所。引っ越ししたいです。 

 

道路や歩道の整備について 

歩道があぶなくて安心して歩けない所が多いと思う。 
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子供を遊ばせる環境がない（大船）。道路（自転車・自動車）の状況が、子供を連れてい

る時にとても悪いと感じる。もっと整備が必要。 

「コンクリートから人へ」などと言われる昨今ですが、子どもが安全にくらせる、公園へ

遊びに行ける、子育て支援センターに連れていける、には 1 日でも早い歩道の整備が必

要です。鎌倉市は緑が多いものの安全に歩ける、自転車ででかけられる道が少なすぎると

思います。 

鎌倉はベビーカーなど押しながら歩いてもらえればわかると思いますが、道の整備がなっ

ていなくスクールゾーンさえ危険でせまい所が多い。 

藤沢市には電動自転車（3 人乗り）購入の際、3 万円の補助があると聞きました。鎌倉市

は坂道も多いので、そういった支援があると助かります。 

安全で歩きやすい歩道を整備してほしい。狭い曲がった見通しの悪い道が多い。 

大船駅周辺に子供を遊ばせる所がない。道路に段差が多く、ベビーカーがつっかかる事が

多かった。歩行者専用を歩いているのにベビーカーの横を平気で自転車が通り過ぎるなど

環境は良くないと思います。また母親達が気軽にお茶をしたり話しが出来る場所が欲し

い。 

緑や自然も多く、街の人がみんな優しいという面で非常に子育てしやすい所だと思いま

す。同じ子育て世代の家が多いのも心強いです。唯一不満があるとすれば、子どもを連れ

ての移動が大変だということぐらいです（道が狭い、歩道が殆ど無い、バスやノンステッ

プバスが少ない、モノレール駅が階段しかない etc.）。小さな子を連れていると怖いです。

どうにかできるものなら早急にどうにかして下さい。 

道が狭いのに車が頻繁にあり危ない。歩道の整備、とくに通学路の安全は徹底してもらい

たい。 

ベビーカーを利用している人にはあまりよい環境とは思えません。モノレールの駅にエレ

ベータもなく、道も狭い所が多い。老人と子供に適した道路整備に力を入れていただきた

い。 

海沿い（坂ノ下から稲村ヶ崎への道）への道は、もう年単位でサクがこわれたままで、危

なくて散歩へも行けない。そういう基本的な環境をちゃんとつくってほしいです。 

街の歩道がせまく段差もある為、ベビーカーの方々は大変だと思う。室内遊び場があった

ら嬉しい。 

子育ての事、高齢者の事を考えるのならば、歩道を整備してほしい。ベビーカー、子供の

自転車、狭くガタガタして、車道によたってしまうほど。雑草等も歩道にかぶってきて危

ない。自然を大切にする事と、放置する事は違うと思う。 

道路が狭くて、歩道がなくて、怖い。学童保育の利用できる制限をなくして、短期とか一

時預り的なことを、学童でもやってもらえると助かる。利用料も月単位でなく 1 回いく

らとかで。姉のとき、週 1 でつかいたかったが週 1 じゃもったいなくて利用しなかった。 
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駐車場が少なく、せまい道も多いので、3 人乗り自転車の助成などあるとありがたい。働

いていない人でも気軽に一時保育やファミサポを利用できるよう、低価格にしてほしい。 

鎌倉市内の道路(特に歩道）をもっとよくしてほしいです。とくに、山崎→町屋のモノレ

ール沿いの道路、町屋から寺分の 8 番通りまでの道。せまくてデコボコで、ベビーカー

や幼児をのせての自転車など利用しにくいです。歩道に生け垣がない個所もある。早急に

対応していただきたい。また、大船駅前に乳幼児が気軽にあそべる公園や屋内施設をつく

ってほしいです。松尾たかし市長、期待していますよ！！ 

安心して歩かせることが出来ない道路が多い（歩道の無い道や、横断歩道が少ない等）。

子育て支援事業が平日に多く、父親が参加しにくい。 

ベビーカーでも使い易いよう、道の改善、安全確保をしてほしい。もっと子どもが遊べる

場所（公園、広場、子どもの家等）を増やしてもらいたい。 

鎌倉市は住人へのサポートより対観光等へのベクトルが強いのか？と思います。インフラ

がひどく、子どもだけでは学校へ通う際にこわい道路がたくさんあります。 

安全である町づくりは教育の面でも大切であると考えます。その為に、歩道の整備、憩い

の場所づくり（公園、会館など）、安心して過ごせる、通れるようにしてほしい。 

子どもが 2 人以上いると、どうしても車での移動が多くなるが、鎌倉は公共施設（図書

館や子ども会館など含）の駐車場スペースが無く、外出に困る事が多い。また歩道も狭く、

ベビーカーでの外出に危険を感じる事も多い。町の地理的環境なので仕方がないと思うの

ですが…。 

道路に歩道が少ない。避難所までの道が子どもの足で難しい場所があるので、整備して欲

しい（化粧坂の上）。 

歩道を見直して欲しい。狭くガードレールもない所が多いのに歩行への注意されていな

い。もっと身近なもっと生活していく上で必要な事に気付いて欲しい。保育園を充実、で

はなく、家で子どもと過ごす事ができる町にして欲しい。 

1 つどうにかしてほしい問題があります。自転車に乗っている人達のマナーです。自治体

のルール等作ってほしいです。鎌倉は狭い道も多いので仕方なく歩道を走っている人達も

多いですが、歩行者や乳母車を押している人が居たら、自転車から一度降りて追い越すな

りしてほしいです。何度も事故になりそうになっています。こちらは子どもを守るために

嫌な思いをしても我慢していますが、その内事故が起きるのではと不安です。 

道路に歩道がなく、車が多いのでとても散歩し辛いです。 

鎌倉は道路も狭く、坂も多く、子どもや子どもを乗せた自転車の通れる道幅がないので、

危なくて良い環境ではないと思う。 

市の支援策として不足しているとは感じないが、道路や商業施設や公園など、環境の 1

つ 1 つが子ども達にもう少し使いやすく、安全で、楽しみをもって利用できるようにな

ればいいと思う。例えば、明るく広い歩道の整備された道、赤ちゃんから小学生位までで
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も楽しめる広い公園・運動広場、散歩道など。スーパーや駅ビルや商店街で、子ども対象

に（大人も）割り引きの日があったり、楽しませてくれる雰囲気など。 

鎌倉市内の歩道はせまいし、バリアフリーになってない所が多いので、ベビーカーで歩き

づらいです。車道と歩道の段差が大きすぎます。そのため車道を歩くケースも多いです。

そういった環境の整備もしていただきたいです。 

保育園、幼稚園など、子どもに関わる場所の駐車場が少ないのは面倒そうだと思う。家に

車はないのですが、雨だからこそ支援センターや屋内施設を利用したいのが自然な流れだ

と思う。雨の日の子連れの移動程大変なものは無いかと…。それから小さな公園がもう少

しあれば…嬉しいです。 

 

学童保育について 

現在私達の地区では学校と学童保育施設がかなり離れており、学童への子どもの移動を考

えると学童保育をためらってしまいます。横浜などでは学校の空き教室を学童保育にあて

て活動している所が増えているようです。鎌倉もぜひ学校と学童を同一の場所へまとめる

方向をご検討頂きたいです。 

小学校での一時預かり（学童）などがあるといいと思う。中学校になった時の給食を始め

てほしい。手広地区に子ども会館を作ってほしい。西鎌まで行くのは遠い。 

鎌倉にも、子供と楽しめるような、充実した遊具のある公園が欲しいです。学童保育の場

所・広さ・内容がよくない。1 日も早く子供が安心して楽しんで行ける施設にして欲しい。 

子どもが遊べる公園が少ない。道路が狭くて、歩道がなくて、怖い。学童保育の利用でき

る制限をなくして、短期とか一時預り的なことを、学童でもやってもらえると助かる。利

用料も月単位でなく 1 回いくらとかで。上の子のとき、週 1 で使いたかったが週 1 では

もったいなくて利用しなかった。 

小学生に入学すると母が先に家を出て、1 年生が鍵をかけて家を出ることになるので、学

内での早朝学童があってほしい（7：00～8：00 まで）。 

西鎌倉小学校に早急に学童を移設して下さい。遠すぎます。手広の人はどうしたらよいの

ですか？遠い上に学童はせまく、外遊びもできません。横浜市のように地域の人も学校図

書を使えるようにしてほしい。逗子小学校を一度見学してみて下さい。図書館、室内プー

ル、ホールが同じビル内にあります。 

学童保育施設が遠すぎて利用できない。早急に対処していただきたい。 

子ども会館の職員は学童のお仕事を中心にされているとは思いますが、幼児にも開放して

いる施設ですので、幼児が母親と「こんにちは」「さようなら」など声をかけたりあいさ

つをしたら、せめて窓口に顔を出して対応をして欲しい。幼児の教育、大人の対応として

とても悪い。それは子ども会館にもよります。岩瀬の先生はとても親切です。ぜひともど

の施設の方も子どものために温かい窓口対応、声かけ、子どもからあいさつできる対応を



 

 198  
 

お願いしたいです。 

土・日・祝日も仕事をしている人がいるという前提では考えられておらず、不十分に感じ

る。また、学童利用を考えているが、土曜日 8 時からでは仕事に間に合わず遅い。 

世界遺産よりも大事な事があると思います。働きたくとも働けないお母さんが沢山いると

思います。現在利用されていない市の施設などを、どうして学童などにまわす事が出来な

いのでしょうか？本当に困りました。 

まだ先のことなのですが、学童に対してもう少し充実してほしい。現在は保育園を 2 歳

にてやっと入園しました。保育園は 19 時まで預かってくれますが、小学校では 3 年生

までで時間も早く終わってしまいます。仕事も時短もなくさなければならないし、夜 19

時過ぎまで 1 人でいさせるのも不安です。また腰越の学童は古くて預けるのも不安にな

ります。1 歳時に伺った時に、小学生がくるからと言われ、断られました。残念です。 

学童保育に企業、NPO 等入れて教育（英語、理科実験、数学等）。学校教育を補う仕組

みを充実させてほしい。 

子どもが小学校に入学したら仕事をしたいと思っていますが、学童の人数が多くフルタイ

ムで勤めてないと入るのが難しいと聞きました。低学年のうちは帰宅時間も早いため 1

人で留守番させるのは心配です。学童保育の充実を早急に希望します。 

子どもが小学校入学後も仕事を続けたいが、学童保育は利用したくない。なぜなら遊ばせ

っ放しで教育（生活面でも）がなされていないから。高いお金を払っても勉強もみてくれ

て他の面でも安心して預けられる所に預けたい。小田急電鉄と SAPIX が共同で運営して

いる学童保育がこの辺りにもあれば利用したい。そのような学童を鎌倉にもお願いした

い。 

私達のような完全な核家族にとっては、どうしても預かってほしい場合など、本当に困っ

ています。横浜市のような「はまっこ」があればなぁとつくづく思います。しかし、この

自然ののんびりした子育て環境は他に類をみませんので、ぜひ、鎌倉市の子どもを育てる

サポートを充実させてほしいです。一つ疑問なのが、学童はどうして働いている方のみな

のでしょうか？下の子の園の用事の時など、本当に利用できればと思います。上の子が小

1 なので家のカギを持たせるのは不安だし、かといって家をあけたままで行くわけにもい

かず、本当に悩んでいます。 

鎌倉駅付近では、子育てに関しての活動が活発に思えるが、大船地域は少ない。鎌倉市に

公立の幼稚園がなく、私立幼稚園の月謝も他市に比べて高いと思う。中学校の給食導入や

学童保育の充実にスピーディに対応し、実行してほしい。全体的に近隣の市より政策が遅

いと感じるし、オリジナリティが感じられない。 

就学の支援はどこの自治体も力を入れていますが、女性が働くには小学生の子供に対して

も支援があると嬉しいです。例えば、長期休暇中の学童は 8：15～というのは遅すぎま

す。保育園は 7：00～開いている事が多いです。この時間に間に合うのはパートさんか
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フルタイムでも職場が近い人に限られます。 

学童保育を、姉が長期休みだけ利用したかったのに、いっぱいで利用できませんでした。

もう少し定員を増やしてほしいです。鎌倉市の幼稚園は、長期休みは預かり保育がないと

ころが多く、祖母の負担が大きいです。横浜市のように、比較的低価格で預かってくれる

制度があったらいいのに、と思ってしまいます。 

逗子市では学童以外にフレスクという学童ではない子も行って遊んだりできる場所、施設

があり無料なので利用しているとよく聞く。鎌倉も学校後のそういうのがあればよいと思

う。 

藤沢市は台風がきた時に、保育園や学童保育を休んでいましたが、鎌倉市は受け入れてく

れたので、大変助かりました。 

小学校に通う年令になると、パートを短くしなくてはなりません（現在 9：00～17：

00）。学校の後の学童の充実を強く望みます。 

学童保育はそのまま小学校の空き教室で行ってくれるなら安心なので利用したい。西鎌小

で実現したらどんなに安心便利だろう。横浜ではそうした小学校にそのまま学童が多いと

ききます。鎌倉市でも是非取り組んでほしいです。 

障害児がいると働くことは非常に難しいため、障害児も学童を使えるような制度を作って

ほしい。障害児を預けられる機関をもっと作ってほしい。普通の子どもたちと同じように

障害児もすごしやすい町にしてほしい。これらの質問は障害児の親にはとてもこたえにく

いものばかりでした。 

住んでいる学区の子どもの家が利用しにくい（家から会館まで遠すぎる）。小学校内もし

くは近くに学童保育をしてくれる場所があればいいと思う。 

小学校卒業まで希望者全員が学童に通えることを希望します。高学年とはいえ、東京まで

働きに行っていると、何か起きた時にすぐに帰宅することが出来ず、子供一人で待たせる

ことは不安です。勤務地等も考慮し、入所の判断をお願いしたいです。また学童では子供

達が走り回って、外遊びが出来てという環境を作って下さい。 

学童保育の充実を切に望みます。①長期休暇時の開設時間をせめて 7 時 30 分からにし

てほしい。都内へ通勤する人はたいてい 7 時～７時 30 分に家を出発するのに、学童の

開く時間が 8 時 15 分では間にあいません。②深沢小は小 4 以上の学童利用は、人数の

都合で困難と聞いています。学童を希望する児童は全員必ず受け入れてほしいです。③西

鎌倉小のこどもの家が、学校から遠すぎます（低学年の子で徒歩 20 分）。雨や、暑い時

はかわいそうです。学校内といわずとも、もう少し近くして頂きたいです。 

私は 3 年前子供 2 人を保育園に一緒にいれることが厳しい状況であった為仕事復帰を断

念しました。今も希望の職にはついていません。今後子供が小学生になったらもう少し長

く働きたいので、学童保育がより充実したら良いと願っています（できればもっと近くに

欲しいです）。 
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横浜市の”はまっこ”の様な、学童ではない子供の預かり場所を作ってほしい。 

 

遊び場について 

近くに公園がない為、子供の遊べる場所が自宅になる。もっと外でたくさん思いきり遊べ

るようにしてあげないと思っています。 

遊具の充実した公園が少ないので、もっと休日でも子どもが遊べる施設が欲しい。 

小学校の長期的な休みになると、幼い子どもを持っている親としては公園などに遊びにつ

れていけない。ボールなど自転車で遊んでいて危なっかしい。せめて土曜日だけでも（レ

イウェル鎌倉は月に 1 度だけ）定期的に開放してほしい。 

公園や遊具が少なすぎると思います。子どもをもっと外で遊ばせる場所が欲しいです。ジ

ャングルジム等の体を使う大きな遊具がもっと必要だと思います。 

鎌倉には遊具やプールなどを備えた大きな公園が少ない。一年中子どもが楽しく遊べるよ

うな施設を考えて欲しい。 

つどいの広場の利用時間が 14 時までではなく、もう少し長く（16 時位）してもらえた

ら午前中に行けなくても午後からでも充分に遊ばせられると思う。 

2～3 才の子（未就学）が無料で自然に集え遊べる場が欲しい。小学生も放課後の安全な

居場所が欲しい。全ての子が習い事や塾、学童で過ごせるわけではない。 

公園で小さい子が昼間遊んでいて、うるさいという隣りに住む方の理解を求める通知をし

ていただきたい…。どこで遊んだらよいのか…。子育て家庭に周知されていて、遊ぶ子の

いない公園になっている。 

公園など子どもが遊べる施設をもっと充実させてほしい（遊具など）。もっと地域の中で

同年代の子と遊んだり接する事の出来るグループ活動などを作ってほしい。 

未就園児～小学生くらいまでが思いっきり遊べる、広めの公園が横浜市などと比べると、

とても少ないと思います。もっと増やして下さい。 

もっとたくさん子どもと親が楽しめる公園やアスレチックがあるといいと思います。又、

家族で楽しめるイベントが少ないように思えます。一緒にゲームをしたりそこに行けばお

友達と遊べるような所があれば楽しいと思います。 

小学生だれでも預けられる施設があると助かります。室内で遊べる施設があるとうれしい

です。 

子供たちが遊べる公園・広場を増やしてほしいです。JR 広場は残してほしいです。小 3

の長男が幼稚園の時にほぼ毎日 14：00～17：00 まで遊ばせてもらいました。小学校

の下校後にグランドを開放してくれるのはありがたいです。幼稚園の娘もよく遊んでいま

す。 

市外保育園に入りやすくしてほしい！フルタイムで働いているのに、市外保育園入園でき

ないなんて、おかしい。子供の遊び場をつくってほしい。畑ばかり多くて、子供を遊ばせ

るところがなくて横浜の公園を利用している。鎌倉市に住んでいるメリットゼロ。ここに
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住んでいることを後悔している。 

腰越は公園（遊具のある）がほとんどなく、つどいの広場もある程度の幼児になると体力

がありすぎて利用するのに限界がある。遊び場に困る。公立幼稚園がないので、経済的に

負担が大きい。 

公園や室内で遊べる場所がもっとほしい。 

多くの人とふれ合い、遊べる様な環境（人間 1 人 1 人が自分中心の世の中になっている

気がするので）になる事を望みます。 

公園がとにかく少ない。自転車やボール遊びができる芝生の広場やジャブジャブ池など、

駐車場がある大きな公園が 1 つもない。市民が集える、子供がゆっくり 1 日楽しめる、

家族が 1 日遊べる公園を作ってほしい。野村総研跡地とか…。 

鎌倉駅・大船駅周辺など子連れの主婦が買い物・その他で行くエリアに少し休憩して子供

に食事を与えたり、遊ばせたりできる場所ができるとずいぶん楽だと思います（鎌倉は少

し歩けば子育て支援センターがあり重宝しますが、大船には何も無いように思います。 

一時預かりをしてくれる保育園を鎌倉にふやしてほしいです。海浜公園など大きな公園だ

けでも良いので、もっとよじのぼったりして体を使うような遊具を置いてもらいたいで

す。 

もっと小さい子も遊べる公園や遊び場がほしい。 

小さな子供が外で元気であそぶ場所が有りません。寺社仏閣等は今では子供が遊んではい

けない所となり、広場的な所がないです。公園も少なく残念です。 

 

その他 

小学校で放課後、塾の様に、英会話や算数などをみてもらえる寺子屋みたいなものがあれ

ば、親も安心。 

子育ての際にかかる費用についてもう少し助成があれば良いのにと思います。 

先生方による簡単な放射性物質検査を、空間だけではなく土壌からきちんと検査してほし

い。ＥＵで輸入禁止とされている地域の食材を給食等、子どもたちに与えないでほしい。

上の子は小学校の給食を拒否し弁当持参だが、保育所では“メニューに沿ったものを”と

言われ、断念。 

現在日本は働く女性を大切にしようと、働く女性を支援しようという考えが強いように思

います。それはとても良い事だと思いますが、その考え方によって寂しい思いをする小さ

な子供が増えているのではないかと思うのは私だけでしょうか？いくら施設を充実させ

ても、親の愛に勝るものは無いと思って日々育児をがんばっています！（ちなみに私のま

わりの働くおかあさんたちは、働かなくても全く生活に支障のない人ばかりです） 

家族以外の大人と接する機会を増やす。地域の老人と子供が共通で遊べる施設があるとい

い。昔ながらの遊びの体験をさせてみたい。普段、老人の子供好きの方によく声をかけて

もらい、子供も喜ぶ為、時間にも余裕がある方が多いので、ボランティアでおり紙とかこ
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ま遊びとかを教えてもらえたらいいのでは…？ 

出産するまでにもお金がかかりすぎる。妊婦健診はすべて無料だと、もっとみんな受けら

れるはず。鎌倉市は産院も少ない。仕事に復帰したくても認可園に入れず、高い料金を払

わなければいけない認定に入るのでは、金銭的にもきびしい。 

こども会館を毎日利用できるようにしてほしい（土日も）。エレベーターの充実（大船駅

南改札にもあればいいと思う）→ホーム⇔改札。大船東口と西口をもっと行き来しやすい

ようにしてほしい（ベビーカーやチャリ使用）。 

高齢出産だったので、市の方より、事前に産後の子育て環境についてきかれ、1 人で全部

やる予定でいましたが、人手が欲しい時はファミサポがあるよ、と教えて頂きました。教

えてもらわなければ知らなかったことだったので、必要としている人に情報が届くといい

と思いました。 

施設面だけでなく、気持ちの面で皆さんに訴え、地域で子供を育てよう！という雰囲気づ

くりをしていくことで、本当の充足感が得られるように思います。昔は皆でしたのですか

ら！！ということで。 

毎年秋頃に、保護者の収入や兄弟数等により、保育料の補助という支援があったと思いま

すが、親の年収により支援の額に差が出るのは理解できますが、上の兄姉の在籍学年によ

り支援額が異なるのは不公平に思います。理由を、次回より、支給決定通知や補助支援の

案内に載せて頂けると助かります。 

日本は技術、文化、生活水準、その他多くのことが優秀で素晴らしい。ですが女性の仕事・

就業に関して、出産・子育ての両立は非常に厳しい。少子化するのは当然。女性の仕事の

権利・保護、保育所のレベル・受け入れをしっかりしてほしい。 

腰越地区にもう少し子育て支援の施設があると助かります。鎌倉は休日や夏は観光客で混

雑するので、地元の人優先の無料駐車場などを多少でも作ってもらうと大変助かります。 

少子化対策としてはもっと経済的な面で助成が必要。助成対象の収入の上限が、決して富

裕層とは言えない世帯があてはまっていると感じる。 

鎌倉市は子育てについていろいろ考えて対策していてくれると思うが、母子共に交流する

場所はあっても、みんなで集まって食べることができるキッズルームやお座敷、ファミリ

ーレストランみたいな所がなく、いつも不便している。そういう場所も市内につくってほ

しいです。 

もっと、子育て支援センター、もしくは集まれる場所・機会がもっとあれば、母たちの不

安ももっと取りのぞけるのではと思う。 

障害のある子どもが明るい未来に希望をもって生きられるように、福祉の充実を強く望み

ます。 

鎌倉市は現状に対してもっと改善すべきところを受けとめてアクションを起こして欲し

いです。「今までは」とか「うちの市は」等現状維持で守りに入るのではなく、一人一人

市民の声を受け止めて欲しい。保育所を大船地区ばかりに増やしても、ニーズは鎌倉地区
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だという事もわかっているはずです。働く親が増えている中で、時代に対応するようにし

て下さい。 

先日初めて子育て懇談会に参加してみましたが、自主保育（出身も含む）関係者ばかりだ

った。子育てに積極的な少数派の声と、そうではない多数派の声を、市が聞き取る難しさ

を感じた。どんなに充実させても「もっと！」の声はおさまらないだろうし、どんなにて

いねいに取り組んでも苦情もなくならないとも思いますが、どうぞ信念を持ってつきすす

んでください。私は感謝しています！！ひっこしてきた身なので。いつもありがとうござ

います。 

子ども会館の充実（笛田あたりにも）。 

「放課後子ども教室」について、このアンケートで初めて知りました。入学予定の小学校

でも取り組んでほしい。入学予定の小学校・中学校にプールが無いことが困る。 

横浜のような、小学校が終わった後に子どもたちが学校に残って遊んだり勉強したり、時

にはイベントを楽しめるような制度を作って欲しい。 

保育料をもっと安くしてほしい。横浜市のように小学校の下校時、家に保護者が不在でも

学校で遊んでもらえる（ボランティアの方など）制度がほしい。 

子供が小さいうちは、なるべく近くで一緒に居てあげたいという気持ちがあるので、子育

ての支援をもっと頂けたら 2 人でも 3 人でももっと生みたいと思える。 

骨盤ケアの大切さ、2人の子供を産み切実に感じています。しかし、1回4000円～5000

円の整体に通うのはなかなかむずかしい。こちらにも少し目を向けていただけたらと思い

ます。 

子供が伸び伸び暮らせる町づくり。幼児でも参加出来るイベントを増やす。 

幼稚園や保育園に入るまで、家で子育てすることは孤立しやすく、本当に大変だと思う。

0～3 歳までの子どもとその保護者を支援するような取り組みを強化して頂きたいと思

う。保護者からの相談を待つだけでなく、行政がもう少し”おせっかい”になっても良い

のではないか。 

手伝ってくれる人、話を聞いてくれる人が身内になくても身近にいて、お金の補助等があ

れば、何人は子どもが欲しいと思う人も産む決心ができると思います。 

0 歳児向けのイベントや講座をもっと増やしてほしいです。参加できるものが少ないう

え、抱っこ de シャベルと図書館のおはなし会が日程重複しているのが残念です（玉縄地

域）。 

どんな施設も、予約が必要です。私は、自分の急な体調不良の時に子供の世話をしなくて

はいけないことが、子育てをしている中で 1 番困っていることです。リフレッシュの為

に前もってサービスを予約するのもいいですが、本当に困っている時に頼れる場がほしい

です。 

第 1 子の場合、子の同級生の友人がどこにいるのかわからない。つながりが少ない。母

親学級の延長で妊娠初期・中期・後期で母のつどい（おしゃべりサロンカフェ程度）の集
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まりが地域であるといいなと思う。 

大きな役所のみならず、各センターや支所にも子育てアドバイザーやメンタルケアが出来

る方を常駐させてほしい。子育ての疑問・悩みや心境を聞いてほしい。 

自分から子育て支援センターなどに行けない人もいると思うので、半年に 1 回でも良い

ので、自宅まで来て欲しい。2 ヶ月の時、保健師さんが来てくれて嬉しかったです。 

病気の子どもを看てもらえる支援がほしい（看護士を退職した方などの協力で）。子ども

の放課後のすごし方支援で寺子屋的な施設を作ってほしい（教員などを退職した方を先生

に）。 

親が体調不良等で外出出来ない時にこそ、サポートしてほしいと思った時があります。夫

と共にファミリー・サポート・センターについて聞きに行きたいと思っても、近くのレイ

ウェルには土曜の 1 週目しか開設していなくて、都合が悪く、なかなか行けません。 

「こんにちは赤ちゃん教室」は初産婦のみ参加だが、2 人目以降の妊娠時も参加できるよ

うにしてほしい。 

鎌倉は観光都市なので、子供連れで街を廻りやすく（赤ちゃん連れでも）して欲しいと思

う。駅や商店などに、トイレでおむつ替えやその他に授乳のスペースなど増やして作って

欲しい。駅はおむつ替え出来る様になっているが使いづらい。これからは子供や赤ちゃん

連れも楽しめる街、鎌倉を目指して欲しい。 

父親の子育てに対する意識を高めていけたら、幸せにおだやかに子育てが充実するのでは

と思います。父親に求めたらいけないのかな。もっと地域の方々とのコミュニケーション

を図った方がいいのでしょうか。 

支援について分かりにくい自分で調べないとわからない事が多い。特に子供が生まれてか

ら引越してきたのでわからなかった。サポートとか児童手当のお知らせついでに入れてお

いてくれたりすると読むと思う。でも子供がいる世帯に一番必要な物はお金という事を忘

れないでほしい。 

 

 


